
第3回宇陀市総合計画審議会 議事次第 

 

日時：令和7年9月16日(火)午後3時00分～ 

場所：宇陀市役所 ４階 大会議室 

 

【次第】 

1  開会 

2  後期基本計画の骨子案について【資料１】 
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4  今後のスケジュールについて【資料3】 
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第2次宇陀市総合計画後期基本計画
個別施策（案）
施策名の修正意⾒

目指すま
ちの姿

施策の方向性 中期施策
No.

中期施策 後期施策案（第2回審議会) 後期施策修正意⾒ 第2回審議会時の意⾒を踏まえた
修正

意⾒元 後期施策
No.

後期施策案（第3回審議会）

1 新型コロナウイルスなど感染症予防や対策の充実を図ります 感染症への備えと安⼼できる暮らしを実現します 施策順変更　施策1⇒施策3
意⾒内容　「安⼼できるくらし」を実
現するという表現はふんわりとしてい
る。

第2回審議会、健康増進課 1 健康づくり活動による元気人口の増加を図ります

2 健康づくり活動による健幸⻑寿のまちを実現します 健康づくり活動による元気人口の増加を図ります 施策順変更　施策2⇒施策1 健康増進課 2 ⾼齢者の健康寿命の延伸を図ります
3 ⾼齢者の介護予防を推進します ⾼齢者の健康寿命の延伸を図ります 施策順変更　施策3⇒施策2 健康増進課 3 感染症への備えを強化し、健康的な⽣活を守ります

4 だれもが住み慣れた地域で安⼼し⽣きがいを持って暮らせるよ
う支援します すべての人が自分らしく暮らせるまちを実現します 4 すべての人が自分らしく暮らせるまちを実現します

5 ⾯倒⾒のいい地域福祉を推進します つながりを⽣かした支え合いの地域福祉を推進します 5 つながりを⽣かした支え合いの地域福祉を推進します
6 医療費の助成による安⼼できる暮らしを実現します 暮らしに寄り添う医療費助成の活⽤を推進します 6 暮らしに寄り添う医療費助成の活⽤を推進します

7 保護者のニーズに応じた子育てしやすい環境づくりを推進しま
す

子育てがもっとしやすくなるまちづくりを推進します 意⾒内容︓「もっと」という表現が何と
比較しているのか。

第2回審議会 7 質の⾼い支援で子育てしやすいまちづくりを推進します

8 子どもが健やかに育つよう支援します こどもの健やかな育ちと学びを支援します 8 こどもの健やかな育ちと学びを支援します
9 産前産後の支援･乳幼児への支援の充実を図ります 妊娠から出産・子育てまで切れ⽬ない支援を充実します 9 妊娠から出産・子育てまで切れ⽬ない支援を充実します

10 医療体制の充実を図ります 持続可能な医療体制の確保とICTの活⽤を図ります
意⾒内容︓「医療の提供体制を確
保する」という記載にした⽅が良いの
ではないか。

第2回審議会 10 持続可能な医療提供体制の確保とICTの活⽤を図ります

11 地域医療と福祉の連携を推進します 医療・介護・福祉の切れ⽬ない連携を推進します 11 医療・介護・福祉の切れ⽬ない連携を推進します
12 景観や環境を⼤切にするまちづくりを推進します 自然と共⽣する景観・環境の保全と活⽤を図ります 12 自然と共⽣する景観・環境の保全と活⽤を図ります
13 交通安全対策や防犯､消費者保護を推進します 地域と連携した安全・安⼼な暮らしを確保します 13 地域と連携した安全・安⼼な暮らしを確保します
14 ⼟地利⽤を推進します 地域の特性に応じた⼟地の有効利⽤を促進します 14 地域の特性に応じた⼟地の有効利⽤を促進します

15 移住･定住者への総合的な支援の充実を図ります 移住・定住者が安⼼して暮らせる支援と空き家の利活⽤を推
進します

15 移住・定住者が安⼼して暮らせる支援と空き家の利活⽤を推
進します

16 安全で快適な道路環境を整備･維持します 地域の暮らしを支える安全・快適な道路の整備を図ります 16 地域の暮らしを支える安全・快適な道路の整備を図ります
17 ニーズに応じた地域公共交通を推進します 地域の実情に応じた持続可能な移動手段の確保を図ります 17 地域の実情に応じた持続可能な移動手段の確保を図ります

18 効率的で安⼼･安全な上下⽔道の運営を推進します 安⼼・安全な下⽔道サービスの提供と適正な施設管理を推
進します

18 安⼼・安全な下⽔道サービスの提供と適正な施設管理を推
進します

19 自然災害や感染症に強い安⼼して住み続けられるまちづくりを
推進します

災害への備えと暮らしの安全確保を図ります 19 災害への備えと暮らしの安全確保を図ります

20 防災意識の向上と防災･消防体制の強化を図ります
地域防災⼒の強化と消防体制の安定的な維持・充実を図り
ます 20

地域防災⼒の強化と消防体制の安定的な維持・充実を図り
ます

21 歴史･⽂化資源の整備や保護･活⽤を推進します 歴史と⽂化を活かした地域の魅⼒づくりを推進します 21 歴史と⽂化を活かした地域の魅⼒づくりを推進します

22 宇陀産の誇れるものを「⼤和⾼原宇陀ブランド」として推進しま
す 地域の魅⼒ある特産品や資源の価値向上と発信を図ります 意⾒内容︓「資源の価値向上」が何

を指すのか分かりにくい 第2回審議会 22 地域の魅⼒ある特産品や資源を「宇陀ブランド」として価値向
上と発信を図ります

3-2地域の産業の発展を担う
次世代の人材の確保や育成

23 起業家など多様な人材を育成します 地域に活⼒をもたらす多様な人材の発掘と育成を図ります 23 地域に活⼒をもたらす多様な人材の発掘と育成を図ります

24 地域の特性を活かした農業⽣産基盤の整備と農地の有効活
⽤を推進します 地域特性を⽣かした農地の活⽤と農業基盤の強化を図ります 24 地域特性を⽣かした農地の活⽤と農業基盤の強化を図ります

25 人材の確保と育成など魅⼒ある農林畜産業経営の強化を図
ります 農林業の担い手確保と経営⼒の強化を図ります 25 農林業の担い手確保と経営⼒の強化を図ります

26 農林畜産物の⽣産･流通を推進します 地場産品の⾼付加価値化と販路拡⼤を図ります 26 地場産品の⾼付加価値化と販路拡⼤を図ります
27 ⼭林を適切に管理します 森林資源の循環活⽤と適正管理を推進します 27 森林資源の循環活⽤と適正管理を推進します
28 駅前の活性化を推進します 駅前を人と人がつながる交流拠点として活性化を図ります 28 駅前を人と人がつながる交流拠点として活性化を図ります

29 地元で活動する事業者を支援します 地元事業者の成⻑支援と事業継承を促進します 表現変更　事業継承を促進⇒事業
承継を促進 商⼯産業課 29 地元事業者の成⻑支援と事業承継を促進します

30 企業誘致を進めるとともに新たな産業の展開を支援します 地域に根差す産業の創出と企業誘致を推進します 30 地域に根差す産業の創出と企業誘致を推進します
31 魅⼒ある地域資源を維持し､観光地として整備します 地域資源を活かした魅⼒ある観光地づくりを推進します 31 地域資源を活かした魅⼒ある観光地づくりを推進します

32 満⾜度を⾼める取り組みを推進し、観光客や関係人口を増や
します 滞在・交流を促す観光による関係人口の創出を図ります 32 滞在・交流を促す観光による関係人口の創出を図ります

33 観光PRや情報発信の強化を図ります 効果的な観光プロモーションと地域の魅⼒を伝える情報発信
を推進します

33 効果的な観光プロモーションと地域の魅⼒を伝える情報発信
を推進します

活⼒
あるまち

3-1地域資源の保全及び産
業と連携した活⽤

3-3基幹産業である農林業の
再⽣・活性化

3-4商⼯業の再⽣・活性化

3-5観光戦略の推進

健幸な
まち

1-1「健幸都市"ウェルネスシ
ティ宇陀市"」の実現

1-2みんなの幸せを支える福祉
環境づくり

1-3結婚・出産・子育て世代
への魅⼒ある支援の充実

1-4地域医療体制の充実を
図ります

暮らし
やすい
まち

2-1みんなが住み良いまちづく
りの実現
2-2移住・定住の促進強化

2-3公共インフラの持続的な整
備・維持・活⽤

2-4災害に備えた安全・安⼼
な暮らしの実現
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目指すま
ちの姿

施策の方向性 中期施策
No.

中期施策 後期施策案（第2回審議会) 後期施策修正意⾒ 第2回審議会時の意⾒を踏まえた
修正

意⾒元 後期施策
No.

後期施策案（第3回審議会）

34 一人ひとりの人権が尊重されたまちづくりを推進します 多様性と人権が尊重される地域づくりを推進します 34 多様性と人権が尊重される地域づくりを推進します

35 あらゆる分野での男⼥共同参画を推進します ジェンダー平等により誰もが対等に参画できる社会を実現しま
す 35 ジェンダー平等により誰もが対等に参画できる社会を実現しま

す
36 仕事と⽣活の調和がとれたワーク・ライフ・バランスを推進します 多様な働き⽅と暮らしの両⽴を支援します 36 多様な働き⽅と暮らしの両⽴を支援します
37 児童⽣徒の「よりよく⽣きる⼒」を育てます 児童⽣徒の⽣きる⼒と社会性の育成を図ります 37 児童⽣徒の⽣きる⼒と社会性の育成を図ります
38 児童⽣徒の教育環境を整えます 安⼼して学べる教育環境を整備します 38 安⼼して学べる教育環境を整備します
39 ⽣涯学習環境の充実を図ります ⽣涯にわたり学びを楽しむ環境を整備します 39 ⽣涯にわたり学びを楽しむ環境を整備します

40 地域社会全体で子どもの育ちを支えます 地域ぐるみで支える子育て環境を推進します
表現変更　地域ぐるみで支える子育
て環境⇒地域ぐるみで子どもの育ち
や学びを支える環境づくり

⽣涯学習課 40 地域ぐるみで子どもの育ちや学びを支える環境づくりを推進しま
す

41 スポーツ活動の充実を図ります 健康と交流を育むスポーツを推進します 41 健康と交流を育むスポーツを推進します
42 芸術･⽂化の振興を図ります ⽣きがいと交流を育む⽂化・芸術活動を推進します 42 ⽣きがいと交流を育む⽂化・芸術活動を推進します

5-1豊かな自然環境の保全・
活⽤

43 豊かで美しい自然環境を保全･活⽤します 未来へつなぐ自然環境の保全と共⽣を図ります 43 未来へつなぐ自然環境の保全と共⽣を図ります

44 ごみ処理施設の整備と循環型社会を推進します 環境にやさしい資源循環と処理体制の広域化を推進します 44 環境にやさしい資源循環と処理体制の広域化を推進します
45 ⽣活衛⽣環境の向上を図ります すこやかな暮らしを支える⽣活環境を整備します 45 すこやかな暮らしを支える⽣活環境を整備します

5-3公園・緑地の整備・活⽤ 46 快適に利⽤できる公園･緑地空間を提供します にぎわいと癒しの緑地空間を創出します 表現変更　緑地空間⇒公園・緑地
空間 公園課 46 にぎわいと癒しの公園・緑地空間を創出します

47 情報発信の充実を図ります 戦略的な情報発信と市⺠との双⽅向コミュニケーションを推進
します 47 戦略的な情報発信と市⺠との双⽅向コミュニケーションを推進

します
48 市⺠協働のまちづくりを推進します 共創による持続可能な地域づくりを推進します 表現変更　共創による⇒協働による 市⺠協働課 48 協働による持続可能な地域づくりを推進します
49 わかりやすく丁寧な⾏政サービスを提供します 利⽤者⽬線に⽴った親切な⾏政サービスを提供します 49 利⽤者⽬線に⽴った親切な⾏政サービスを提供します
50 新たな時代に対応できる⾏政運営を確⽴します 変化に強い柔軟で効率的な⾏政運営を確⽴します 50 変化に強い柔軟で効率的な⾏政運営を確⽴します
51 持続可能な財政運営を確⽴します 中⻑期を⾒据えた財政の健全化と最適化を図ります 51 中⻑期を⾒据えた財政の健全化と最適化を図ります

6-3広域⾏政を推進します 52 広域⾏政を推進します 広域連携による⾏政サービスの向上を図ります 52 広域連携による⾏政サービスの向上を図ります
6-4地域⼒の再⽣・強化 53 市⺠のまちづくり活動を支援します 市⺠主体によるまちづくりへの継続的支援を⾏います 53 市⺠主体によるまちづくりへの継続的支援を⾏います

自然
豊かな
まち 5-2⽣活環境の整備・充実

地域⼒
を発揮
するまち

6-1市⺠と⾏政の協働のまち
づくり

6-2健全な⾏政運営の推進

生涯輝く
まち

4-1人権を⼤切にする共⽣の
まちづくりの実現

4-2子どもたちの教育環境の
充実
4-3多様な学びの場の整備・
充実

4-4スポーツ・芸術･⽂化の振
興を図ります
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宇陀市総合計画後期基本計画（骨子案） 

個別施策 
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目指すまちの姿１健幸なまち  
 

施策の方向性   

１ －１  「 健幸都市ウェ ルネスシティ 宇陀市」 の実現 

１ －２  みんなの幸せを 支える福祉環境づく り  

１ ー３  結婚出産子育て世代への魅力ある支援の充実 

１ －４  地域医療体制の充実 

評価指標   

①健康寿命 

②１ 人あたり の国民健康保険の医療費 

③15 歳未満の人口比率 
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施策の方向性１－１ 「健幸都市ウェルネスシティ宇陀市」の実現  

現状  

  宇陀市の高齢化率は 42. 1％（ 2020 年国勢調査） 、 45. 02％（ 2025 年 3 月末現在 人口統計） で

あり 、 2030 年には約 49. 6％（ 国立社会保障・ 人口問題研究所推計） まで上昇する見込み 

  特定検診の受診率は 2022 年以降約 35％と 横ばいで推移 

  新型コ ロナウイ ルス感染症は概ね収束し たも のの、 イ ンフ ルエンザ等の感染症予防対策は引き

続き 必要 

  困窮と メ ンタ ルヘルスの不調を 共に抱える世帯が増加するなど、 相談内容の複雑化が進行 

  「 健幸都市ウェ ルネスシティ 宇陀市」 の実現に向け一人ひと り が、 自分自身の健康状態を 把握

し 、 日頃から 健康づく り に取組むこ と が重要 

  心身と も に健康で、 生き がいを 感じ ながら 豊かな生活を送る こ と ができ るよう 、 健康づく り や

健康寿命を 延ばす取組みを 実施 

  悪性新生物や生活習慣病の予防、 早期発見早期治療のため、 がん検診や特定健診、 特定保健指

導の実施及び受診勧奨 

  こ こ ろ の不調は精神疾患や生活苦、 孤立等様々な要因が複雑に関係し ている。 こ こ ろ の健康づ

く り を継続的計画的に行う こ と が重要 

  介護が必要になる要因は、 加齢によ る筋肉の衰えや骨折などに起因し た生活の不活発が大半を

占めており 、 介護が必要と なる状態を 予防するため、 運動の習慣化や身近な地域で実践でき る

「 住民主体の集いの場」 の創出を 推進 

課題  

  一人ひと り が、 自分自身の健康状態を 把握し 、 日頃から 健康づく り に取り 組むこ と が重要と な

るこ と から 、 働く 若い世代や健康無関心層へのアプロ ーチなどラ イ フ ステージに応じ た健康づ

く り を推進し ヘルスリ テラ シーの向上を 図る 

  特定健診やがん検診の受診率、 特定保健指導の実施率の向上 

  感染症や交通事情により 外出や他者と の接触が制限さ れた状況下でも 、 Ｉ Ｃ Ｔ 等を 活用し た健

康相談や体を動かす機会の創出 

  介護が必要と なる要因の一つである 孤独・ 孤立や身体機能の低下による運動不足状態にある高

齢者の把握や、 高齢者が生き がいを持っ て生活ができ る支援 

  個々の関心の有無や経済状況による健康格差の解消 

  困窮世帯、 メ ンタ ルヘルス世帯が複合的に重なっ ている状況への対応 

  困窮・ 心の問題等、 複合化し た問題を 抱えている方・ 家族への支援 

  

-6-



 

 

施策  

施策１ 健康づくり活動による元気人口の増加を図ります  

  健幸なまちづく り の取組みを通じ て、 全世代の元気人口の増加 

  生活習慣病の罹患や重症化予防、 骨折予防に向けた健康づく り 活動の充実、 講演会等の啓発 

  健康に対する意識の向上による、ラ イ フ ステージにあわせた病気による早世（ 65 歳未満の死亡）

や疾病の予防 

  生活習慣病の早期発見、 重症化予防のために、 特定健康診査、 各がん検診受診率向上にむけた

取組みと 人間ド ッ ク 等の費用の一部助成 

  Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た生活習慣病の保健指導や健康相談 

  地域やボラ ンティ ア組織など多様な活動主体による食生活を 中心と し た健康づく り 活動の支援

及び連携強化 

  スト レ スや心の悩みを 抱えている当事者や家族に対する相談体制の充実、 当事者だけでなく 互

いに支え合う 地域づく り の推進 

施策２ 高齢者の健康寿命の延伸を図ります  

  孤独・ 孤立や身体機能の低下による 運動不足状態で支援を 必要と する高齢者の早期発見及び介

護予防事業等への参加促進 

  高齢者の運動機能低下の抑制、 要介護状態の予防、 生き がいを 持っ て自立し た日常生活の維持

に向けた、 KDBシステム（ 国保データ ベースシステム） の活用による健康状態の改善・ 維持・ 悪

化の遅延 

  介護・ 介助が必要になっ た原因と し て多い骨折・ 転倒を 防ぐ ための取組み 

  高齢者の心身の課題の多様化に対応し たき め細かな支援の継続 

  高齢者の介護予防の促進や、 地域で自立し た生活を 送る元気な高齢者の増加に向けた、 いき い

き 百歳体操やいき いき サロン等の通いの場を通し た支え合いの地域づく り の推進 

施策３ 感染症への備えを強化し、健康的な生活を守ります  

  感染症の発症や重症化を 予防するため、 正し い知識の情報提供を 図ると と も に、 予防に有効で

あるワク チンの予防接種の啓発や接種勧奨 

  未知なる感染症危機に備えた行動計画の策定および訓練等の取組み 
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こんな事業を実施しています  

  特定健康診査事業  

  健幸アンバサダー養成事業  

  認知症予防包括プロジェ ク ト   

  特定保健指導事業  

  高齢者の保健事業と 介護予防の一体的実施事業  

  後期高齢者健康診査事業  

  宇陀市医療講演会事業  

  健康教室事業  

  運動推進事業  

  保健福祉施設( う だ健幸プラ ザ) 運営事業  

  新型イ ンフ ルエンザ等対策行動計画の策定  

こんな計画が関連しています  

  宇陀市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画 

  宇陀市地域福祉計画及び地域福祉活動計画 

  ウェ ルネスシティ 宇陀市健康づく り 計画 

  宇陀市自殺対策計画 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画  
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施策の方向性１－２ みんなの幸せを支える福祉環境づくり  

現状（案）  

  65 歳以上のひと り 暮ら し や夫婦のみ世帯が増加（ 2023 年介護予防・ 日常生活圏域ニーズ調査） 

  障害福祉サービス、 介護保険サービ スの利用は増加傾向、 ニーズに対応でき るサービスの確保

が必要 

  医療的ケアが必要な重度の障がいのある人が自宅で過ごせる よう 家族の介護負担を 軽減するた

め、 医療的ケアが充実し た居場所やレ スパイ ト 入院先が必要 

  障がいの特性に応じ た多様なコ ミ ュ ニケーショ ン手段に対する理解及びそれら を 利用するため

の環境整備と 通訳・ 支援者の確保 

  高齢者が介護や支援が必要な状態になっ ても 、 住み慣れた地域で安心し て暮し 続けるためには

医療と 介護の包括的かつ継続的なサービス提供や関係者の連携体制の充実が必要 

  「 権利擁護」 「 成年後見制度」 の認知度が低い 

  少子化や高齢化の進行、 地域のつながり の希薄化によ る社会的孤立等の影響により 、 介護や障

がい、 ひき こ も り 、 生活困窮等の課題（ 案） が複合化し 、 単一の制度のみでは対応が困難であ

るため、 断ら ない相談支援体制と し て関係機関と 連携を 図り 、 専門性を 活かし た支援 

  ８ ０ ５ ０ 問題、 親が子ども の介護や生活を 支えている場合の親（ 支援者） の高齢化 

課題（案）  

  障がい等の有無にかかわら ず、 相互の人格と 個性が認めら れ、 差異と 多様性が尊重さ れる共生

社会の実現 

  高齢者や障がいのある人が住み慣れた地域で安心し て暮ら すために、 誰も が相互に理解を 深め

尊重し 、 支え合う 意識の醸成 

  元気な高齢者が、 長年培っ た知識や経験、 技術を 活かすこ と ができ る機会や場所の創出 

  医療的ケアが必要な重度の障がいのある人が、 住み慣れた地域で安心し て暮ら すために、 医療

的ケアの充実と 居場所の確保 

  民生委員児童委員、 認知症サポータ ー、 市民ボラ ンティ ア等の地域福祉の担い手と の連携強化

や活動し やすい環境づく り  

  断ら ない相談支援体制において、 制度につなげるだけではなく 社会参加や地域と のつながり に

向けた支援 

  認知症や知的障がい、 精神障がい等により 判断能力が不十分なこ と により 、 財産の管理や日常

生活等に支障がある人を 社会全体で支え合う ため、 成年後見制度の推進 

  身寄り のない高齢者等の生活上の課題に関する包括的な相談窓口の設置等のおひと り さ ま支援

８ ０ ５ ０ 問題の解決 

  宇陀市介護老人保健施設さ んと ぴあ榛原は、 物価や人件費高騰が続く 中で価格転嫁ができ ない

介護報酬制度により 経費が経営を 圧迫 

  宇陀市介護老人保健施設さ んと ぴあ榛原の収支バラ ンスの均衡化 

  ２ ０ ２ ５ 年問題に伴う 市内唯一の介護老人保健施設の維持 
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施策  

施策４ すべての人が自分らしく暮らせるまちを実現します  

  う だ健幸プラ ザが健康・ 医療・ 福祉・ 介護のワンスト ッ プ相談窓口と なり 、 個別のニーズに応

じ た包括的なサポート を 実施 

  地域包括ケアシステムを 深化・ 推進し 、 高齢者や障がいのある人を はじ め、 だれも が住み慣れ

た地域で自分ら し く 暮ら し 続けるこ と ができ る地域づく り  

  認知症対策、 介護予防、 在宅医療と 介護の連携を 推進し 、 介護が必要と なっ た高齢者等のニー

ズに応じ た介護サービスや見守り 等の支援を 行う と と も に、 その家族を 含めた相談支援体制の

充実に向け、 医療機関や介護サービス事業者、 社会福祉協議会等の連携強化 

  高齢者が住み慣れた地域で生き がいを 持っ て活躍でき るよう 、 宇陀市シルバー人材センタ ーや

老人ク ラ ブ等の活動の支援 

  障がいのある人が自立し た生活ができ るよう 、 相談支援セン タ ー等の相談窓口を 充実し 、 日常

生活や就労など社会参加の機会を 促すための障害福祉サービスの充実など、 支援体制の強化 

  重度の障がいのある人の医療的ケアのニーズを 把握し 、 福祉、 保健、 医療と 連携し た安心し て

過ごせる居場所づく り  

  障がいの有無にかかわら ず、 人格や個性を 尊重し 合えるよう 手話等障がいの特性に応じ たコ ミ

ュ ニケーショ ン手段に対する理解と 利用促進 

  障がいに関する啓発や関連団体の活動支援等により 、 障がいや障がいのある人に対する理解を

深め、 地域活動等への参加の支援 

  身寄り のない高齢者等の生活上の課題に関する包括的な相談窓口の設置、終活・ 死後事務支援。

リ ハビリ テーショ ンの質の強化、 在宅復帰率の向上（ 宇陀市介護老人保健施設さ んと ぴあ榛原） 

施策５ つながりを生かした支え合いの地域福祉を推進します  

  ひき こ も り や生活困窮など複合的な生活課題を 抱えた人を 支援するために、 気軽に相談でき る

「 断ら ない福祉相談支援体制」 の充実にオール宇陀で取り 組む 

  地域福祉の中心的役割を 担う 社会福祉協議会やボラ ンティ ア団体等の関係団体と の連携の強化 

  民生委員児童委員など地域の人たちによる見守り や助け合い活動 

  生活困窮者の自立を 促すために、 自立相談支援員や就労支援員による就労準備や家計改善等を

行いながら 就労に繋がる支援と 他法他施策活用の強化を 図ると と も に自立を 促進 

  成年後見制度等の普及や利用促進 

  虐待予防のための相談体制の充実や発生時の迅速な対応、 虐待を 受けた子ども や障がいのある

人、 高齢者等が自立するまでの切れ目のない支援 

施策６ 暮らしに寄り添う医療費助成の活用を推進します  

  子ども や心身に障がいのある 人等に対し て医療費の助成を 行う こ と で、 健康の保持と 福祉の増

進 

  不妊や不育に対する治療費、 身体の発育が未熟なまま生まれ、 入院を 必要と する乳児の治療に

必要な医療費等について助成を 行い、 経済的な負担の軽減 
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こんな事業を実施しています  

  認知症総合支援事業  

  意思疎通支援事業  

  重度心身障害児（ 者） 等居場所づく り 事業  

  保健福祉施設（ う だ健幸プラ ザ） 運営事業  

  介護老人保健施設事業  

  空調設備の更新事業  

  断ら ない福祉相談支援体制の推進  

  民生委員・ 児童委員活動費負担事業  

  一般不妊治療・ 不育症治療費助成事業  

  人間ド ッ ク 、 脳ド ッ ク 助成事業（ 特別会計）   

  認知症予防（ オレ ンジチェ ッ ク ） 事業  

  意思疎通支援事業  

こんな計画が関連しています  

  宇陀市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画 

  宇陀市障がい者計画 

  宇陀市子ども ・ 子育て支援事業計画 

  宇陀市介護老人保健施設さ んと ぴあ榛原新経営戦略 

  公立病院経営強化プラ ン 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 

  宇陀市地域福祉計画及び地域福祉活動計画 

  ウェ ルネスシティ 宇陀市健康づく り 計画  
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施策の方向性１ー３ 結婚出産子育て世代への魅力ある支援の充実  

現状（案）  

  少子高齢化が進み、 年少人口は 7. 9％に減少 

  核家族化や地域のつながり の希薄化により 、 子育ての知恵や経験を 家族や地域で共有する機会

が減少 

  榛原地域の幼保施設は築 40 年以上が多く 、 老朽化が進み、 管理や運用が困難な状況であっ たた

め、 榛原地域幼保連携型認定こ ども 園を 建設中 

  大宇陀こ ども 園等において、 今後は計画的な大規模改修が必要 

  2024 年 4 月に「 こ ども 家庭センタ ー」 を 機能設置。 発達が気がかり な子ども や要保護児童、 ひ

と り 親家庭などの相談支援に対応 

  結婚から 妊娠期、 乳幼児期まで切れ目のない支援を 行い、 子育て世代が安心し て育児でき る環

境整備 

  支援が必要な子ども を 支える場所と し て「 こ ども 第三の居場所」 を開設 
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課題（案）  

  老朽化し た榛原地域の幼稚園と 保育園を 統合し 、榛原地域幼保連携型認定こ ども 園を 整備、2026

年 4 月に開設 

  大宇陀こ ども 園の長寿命化 

  子ども 一人ひと り の可能性を 伸ばし 、 豊かな想像力を 育む保育・ 幼児教育の環境整備と 質の向

上 

  市内 4 つのこ ども 園を 地域子育て相談機関と し て充実さ せ、 気軽に子育て相談ができ る場を 提

供 

  新設するこ ども 園内に「 こ ども 家庭センタ ー」 を 設置し 、 母子保健や児童相談、 子育て支援を

包括的にサポート  

  妊娠期から 出産・ 子育てまで、 切れ目のない相談支援や情報提供を 実施し 、 母親の不安や孤立

感の軽減を 目指す 

  こ ども 家庭センタ ーに専門職員を配置。 こ ども 園や要保護児童対策地域協議会などと 密接に連

携し 、 成長の過程で気になる こ と ・ 心配ごと の相談、 要保護児童への対応、 ひと り 親家庭への

自立支援、 ヤングケアラ ー支援等を強化 

  義務教育終了後の若者の居場所づく り  

  すべての子ども が未来に希望を 持ち、 希望を実現する力を身につける 
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施策  

施策７ 質の高い支援で子育てしやすいまちづくりを推進します  

  子ども たちが安心し て過ごせるよう 、 榛原地域での幼保連携型認定こ ども 園や保護者のニーズ

に応じ た相談支援を提供するこ ども 家庭センタ ーを運用 

  仕事と 子育ての両立を 実現するために、 病児・ 病後児保育、 学童保育、 フ ァ ミ リ ーサポート セ

ンタ ーの利用促進など、 多様な働き 方にあわせて柔軟に利用でき る子育て支援事業の充実 

  医療機関受診やちょ っ と し た買い物など、 急な用事の時に気軽に利用でき る駅前託児室の整備 

  こ ども 食堂、 子ども 第三の居場所、 自主学習スペースなど、 地域で安心し て過ごすこ と の出来

る「 居場所」 づく り の支援 

  妊娠・ 出産時や小学校及び中学校入学を 迎える世帯など子育て家庭への経済的な支援 

  子育て支援の質向上 

施策８ こどもの健やかな育ちと学びを支援します  

  こ ども 園で「 三つ子の魂百まで」 プロジェ ク ト を 推進し 、 成長に応じ た質の高い教育保育の提

供 

  子育て中の保護者と 子ども が一緒に過ごせる時間を 持てるよ う に、 こ ども 家庭セン タ ーやや図

書館等での読書活動や子育て講座等の開催 

  本に親し む習慣を 育み、 幼児の健やかな成長の支援 

  こ ども 家庭センタ ーにおいて、 すべての子ども と その家庭が抱える様々な問題（ 虐待・ 家庭内

暴力等）  に対し て、 母子保健と 児童福祉の連携を 図り ながら 、 専門の職員による相談支援を 強

化 

  福祉、 介護、 医療、 教育等と いっ た様々な分野が連携し 、 ヤングケアラ ーの早期発見を 図り 、

重層的な支援を 展開 

施策９ 妊娠から出産子育てまで切れ目ない支援を充実します  

  妊婦の健康管理、 異常を 早期に発見するこ と で、 妊婦が安全安心に妊娠を 経過し 、 出産でき る

よう 支援体制の充実 

  出産後の母親と 赤ちゃ んの心身のケアや育児サポート を 行う 産後ケアの充実 

  乳幼児の健康診査、 相談等を行い、 必要に応じ た発育発達の支援 

  こ ども 家庭センタ ーにおいて、 子ども や保護者の心のケアを 行う チルド レ ンケアカ ウンセラ ー

派遣事業を 実施。 こ ども 園、 保育所と の連携を 強化し 、 子育ての相談支援体制を 充実 
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こんな事業を実施しています  

  子ども の第三の居場所づく り 事業  

  妊娠・ 出産包括支援事業  

  子ども 読書活動推進事業  

  「 三つ子の魂百まで」 プロジェ ク ト 保育・ 幼児教育の環境整備と 質の向上  

  こ ども 園・ 保育園給食無償化事業  

  発達障がい支援事業  

こんな計画が関連しています  

  宇陀市子ども 読書活動推進計画 

  宇陀市子ども ・ 子育て支援事業計画 

  ウェ ルネスシティ 宇陀市構想 

  ウェ ルネスシティ 宇陀市健康づく り 計画 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 

  宇陀市地域福祉計画及び地域福祉活動計画 
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施策の方向性１－４ 地域医療体制の充実  

現状（案）  

  宇陀市立病院において、 医師の確保及び地域医療部を 開設し 、 訪問診療、 移動診療車による巡

回診療を 実施 

  相次ぐ 開業医の閉院により 、 大宇陀地域では開業医が１ 院のみと なり 、 移動診療車により 地域

の医療体制を確保 

  宇陀市立病院、 地区医師会を はじ めと する「 医療」 と「 介護」 の専門職の多職種連携により 、 切

れ目のない医療と 介護の提供体制を推進 

  医療や介護に関わる多職種が情報連携でき るネッ ト ワーク 「 宇陀けあネッ ト 」 によ り 、 地域包

括ケアシステムを 推進 

  医師等医療従事者の不足、 働き 方改革により 救急医療体制がひっ 迫し ており 、 適正受診の必要

性 

  へき 地医療拠点病院と し てのへき 地診療所への代診医派遣の強化 

課題（案）  

  宇陀市立病院を 中心に、 医療機関や介護事業所等と の連携の強化 

  開業医の高齢化後継者不足による閉院により 、 開業医がない地域での医療の確保 

  医療や介護を必要と する高齢者等に対し ての支援人材確保 

  子ども の急病に対応でき る医療体制の確保 

  高齢化に伴う 医療費増加 

  介護等の専門職の担い手不足の解消 

  介護予防事業・ 健康づく り 事業の担い手不足 

  重層的支援体制整備などの相談支援体制の充実 

  独居高齢者への対応 

  医療提供体制の確保について（ 2040 年問題への対応・ 医療従事者の確保）  

  人件費高騰と 物価高騰対応と し ての診療報酬増額改定未実施による病院経営悪化及び設備投資

の困難化 

  東部地域医療協議会における山添村、 曽爾村、 御杖村および東吉野村と の連携強化 
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施策  

施策 10 持続可能な医療提供体制の確保と ICT の活用を図ります  

  宇陀市立病院が「 面倒見のいい病院」 と し ての役割を 果たすため、 地域包括ケアシステムの中

核病院と し て、 在宅医療や介護、 民間医療機関等と の連携を 充実さ せ、 奈良県東部地域の中核

病院と し て機能の強化 

  宇陀市立病院が、 県東部の「 へき 地医療拠点病院」 と し て、 国民健康保険直営診療所等への代

診医派遣、 訪問診療、 訪問リ ハビリ テーショ ン等の取組みの充実 

  奈良県立医科大学から 宇陀市立病院への医師の派遣を 受け、 地域医療体制の強化 

  医療機関のない地域への移動診療車による巡回診療の実施 

  巡回診療を き っ かけと し た地域の集いの場など、 高齢者が安心し て生活ができ る仕組みづく り  

  宇陀市立病院で勤務する常勤医師など、 医療従事者の確保を 図り 、 安心し て暮ら せる環境づく

り  

  国民健康保険直営診療所において、 地域の医療の確保を図る と と も に、 高度な医療が必要な場

合、 早期治療が行えるよう 宇陀市立病院と の連携の強化 

  国民健康保険及び後期高齢者医療被保険者の健康増進及び総医療費の削減 

  地域医療の継続と 医療従事者の安定化を 図るための施策 

  医師増員など医療従事者確保による地域医療提供体制の強化 

  休日や夜間における小児や妊婦等の救急医療について、 県内で広域的に対応ができ る体制の維

持 

施策 11 医療介護福祉の切れ目ない連携を推進します  

  介護等を 受けている治療の必要な人が、 安心し て病院へ入院し 、 回復後に切れ目なく 在宅療養

ができ るよう 、 病院と ケアマネジャ ー、 地域包括支援センタ ー等と の連携強化と 環境づく り  

  全国的にも 先進的な取組みである宇陀けあネッ ト での情報共有について、 加入事業所間の連携

強化と 環境づく り を図ると と も に、 近隣市町村の協力を 得ながら 一層の充実 

  身寄り のない高齢者等が適切な医療・ 介護を 受けるこ と ができ るよう 意思決定支援や入院・ 入

所時の身元保障の支援 

  おひと り 様問題 

こんな事業を実施しています  

  宇陀市立病院事業（ 企業会計）   

  第２ 期地域福祉計画推進事業  

  宇陀市立病院の医療体制整備  

  宇陀市立病院設備更新事業  

こんな計画が関連しています  

  ウェ ルネスシティ 宇陀市健康づく り 計画 

  宇陀市地域福祉計画及び地域福祉活動計画 

  宇陀市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画 

  宇陀市自殺対策計画 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 
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目指すまちの姿２暮らしやすいまち  
 

施策の方向性   

２ －１  みんなが住み良いまちづく り の実現 

２ －２  移住定住の促進強化 

２ －３  公共イ ンフ ラ の持続的な整備維持活用 

２ －４  災害に備えた安全安心な暮ら し の実現 

 

評価指標   

①人口の社会動態 
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施策の方向性２－１ みんなが住み良いまちづくりの実現  

現状（案）  

  ２ ０ ２ ４ 年に実施し た空き 家等実態調査において、1, 000 戸以上が空き 家候補と 判定さ れ、前回

調査（ 2020 年） の 726 戸から 約 1. 5 倍に増加 

  市営住宅は築年数 30 年以上の物件が 8 割以上を 占めるなど老朽化が進行 

  高齢者を 狙っ た特殊詐欺や、 通信販売の普及等に伴う 消費者ト ラ ブルに関する消費生活相談は

依然と し て多い状況が継続 

  松山重要伝統的建造物群保存地区の歴史的まちなみ景観の維持・ 活用に向けた、 町家等の建造

物の修理修景への支援を 継続的に実施 

  防犯や交通事故防止に向けた、 各種関係団体による啓発活動等の支援を 実施 

  イ ンタ ーネッ ト 上の宣伝広告や、 オンラ イ ンショ ッ ピングでの消費生活相談が増加 

  通学路の安全確保を図るため、 関係機関と 連携し て合同点検を 実施 

  公営住宅等長寿命化計画に基づく 市営住宅の修繕管理の実施 

課題（案）  

  自然や歴史文化と 調和し た景観形成や環境と 経済が両立し た住みやすいまちづく り の推進 

  管理が十分にさ れていない空き 家に対する景観保全 

  今後も 増加が予想さ れる空き 家の利活用 

  防犯や交通事故防止のための取組みの継続 

  子ども たちを危険から 守るために通学路等の迅速な安全の確保 

  最近の傾向を受けて、 イ ンタ ーネッ ト を 中心と し た消費生活相談の体制の継続 

  市営住宅の集約除却や適切な維持管理  
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施策  

施策 12 自然と共生する景観環境の保全と活用を図ります  

  本市の魅力である「 緑が多く 自然が豊かな」 住環境の維持に向けた、 自然環境に配慮し た持続

可能なまちづく り の推進 

  松山重要伝統的建造物群保存地区や室生寺門前町など各地域の特性に応じ たまちなみ景観の維

持 

  空き 家等の所有者に対し て適正な管理指導を 行い、 景観環境への配慮や市民生活の安全対策、

空き 家情報バンク への登録等の推進 

  景観環境の保全、 市民生活の安全を 確保するため、 空き 家等の所有者に対する適正な管理指導

や空き 家の除却を 行う 所有者に対する支援 

  空き 家になる恐れのある住宅が空き 家と なっ た場合、 早い段階で利活用でき るよう 所有者の意

向を 登録し た制度（ 空き 家情報バンク 事前登録制度） の周知と 登録の推進 

施策 13 地域と連携した安全安心な暮らしを確保します  

  通学路等の安全確保、 交通事故の未然防止に向けた、 キッ ズゾーンの拡充や交通安全施設の整

備の継続 

  交通ルールの遵守、 正し い交通マナーの実践を 習慣付け等の交通安全意識の向上に向けた、 関

連団体が行う 啓発活動等の支援継続 

  子ども 達の登下校時の安全確保など、 地域による見守り 活動の推進 

  空き 巣等の犯罪に対し 、 防犯意識を高める啓発活動の継続 

  犯罪を抑止するための防犯設備等の整備促進 

  地域と 警察等が連携し た地域防犯体制の整備 

  特殊詐欺やデジタ ル化による 消費者ト ラ ブル等の被害発生を 未然に防ぐ ため、 関係機関と の連

携、 相談窓口の強化、 安全安心メ ールでの情報提供等による消費者の保護の実施 

  市営住宅の長寿命化に向け、 施設の計画的な改修 

こんな事業を実施しています  

  市営住宅長寿命化計画の策定  

  通学路安全対策推進事業  

  室生口大野駅周辺地区公共的機能検討事業  

こんな計画が関連しています  

  宇陀市空家等対策計画 

  宇陀市都市計画マスタ ープラ ン 

  宇陀市松山伝統的建造物群保存地区保存計画 

  奈良県と 宇陀市と のまちづく り に関する基本計画 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 

  宇陀市通学路交通安全プログラ ム 

  歴史的風致維持向上計画 

  宇陀市公営住宅等長寿命化計画 
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施策の方向性２－２ 移住定住の促進強化  

現状（案）  

  宇陀市では少子化の進展や就学・ 就職等による転出者が転入者を 上回る人口の社会減少が進行 

  コ ロナ禍を 契機と し た働き 方改革・ 新たな生活様式の浸透に伴う 、 テレ ワーク ・ 二拠点居住等

を 活用し た都市部から 地方移住への関心が上昇 

  定住促進に向けて、 移住定住者に対する助成の実施 

  田舎での生活へのあこ がれなど、 移住に関する問い合わせが、 コ ロナ前より 増加し ており 、 東

京や大阪等での移住相談会、 オンラ イ ンによる移住相談を実施 

  古民家を 活用し た移住体験施設「 じ ゆう だハウス」 を 整備 

  宇陀市での生活を 体験でき る移住体験施設を設置 

課題（案）  

  産業ゾーンと し て位置付けら れている市街化調整区域の土地活用の促進による働く 場の確保 

  仕事と 子育を両立でき る働く 場の確保による就職に伴う 転出の抑制 

  宇陀市の自然環境・ 歴史文化資源・ 周辺地域への好アク セスなどの魅力を 伝える情報発信の強

化 

  移住体験施設の周知及び利用促進による移住定住を促進 

  増加し ている空き 家に関する 相談に対し て紹介でき る 物件が少ないこ と から 、 空き 家情報バン

ク 制度の周知と 登録物件の増加 

  市内での起業や多様な働き 方に対応し た支援や環境の整備 

  子育て支援の充実による安心し て妊娠や出産ができ る環境の創出 

  人口減少に対応し たまちづく り ・ 土地利用の推進 
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施策  

施策 14 地域の特性に応じた土地の有効利用を促進します 

  住宅地や商業地、 工業地等の健全な発展と 秩序ある整備の推進及び農地や森林地域などの自然

環境の保全と 活用 

  市街化調整区域における地区計画制度の活用による土地の有効利用や社会経済活動の推進 

  土地を有効利用するため、 地籍調査の推進 

  県市まちづく り 基本計画の推進 

施策 15 移住定住者が安心して暮らせる支援と空き家の利活用を推進します 

  移住体験施設「 じ ゆう だハウス等で宇陀市の良さ を 知っ ても ら い、 体験し ても ら う と と も に市

外へも 宇陀市の魅力を 広く 発信 

  移住定住者や関係人口の増加を 図る ため、 移住や二地域居住、 定住に向けた活動を 行う 団体の

支援と 連携 

  空き 家の有効利用に向けた、 空き 家所有者への空き 家情報バンク 制度の周知・ 利用促進及び人

口減少の歯止めと 定住化に向けた、 移住定住者や空き 家の利活用に対する支援 

  市内の起業、 空き 家・ 空き 店舗を 活用支援の充実 

  子育て世代の定住促進に向けた、 市内への移住・ 定住の支援や、 出産時・ 小学校中学校入学時

など子育てのステージの変化に応じ た経済的な支援の実施多様な働き 方に対応し たサテラ イ ト

オフ ィ スの活用や一時預かり 保育、 病児・ 病後児保育、 フ ァ ミ リ ーサポート センタ ーの利用促

進など、 子育て支援事業の継続 

こんな事業を実施しています  

  空き 家情報バンク 事業  

  空き 家活用推進事業（ 家財道具等処分）   

こんな計画が関連しています  

  宇陀市都市計画マスタ ープラ ン 

  奈良県と 宇陀市と のまちづく り に関する基本計画 

  宇陀市立地適正化計画 

  宇陀市公共施設等総合管理計画 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 

  宇陀市歴史的風致維持向上計画 
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施策の方向性２－３ 公共インフラの持続的な整備維持活用  

現状（案）  

  人口減少や少子高齢化による通勤・ 通学者の減少により 地域公共交通の利用者が減少 

  橋梁やト ンネル、 道路の舗装面に経年による劣化が進行 

  国や県の道路計画において国道１ ６ ５ 号（ 中和津道路） が「 新広域道路交通計画」 において広

域道路ネッ ト ワーク と し て位置付けら れる 

  地域福祉計画策定時の WS では高齢者の移動確保の要望が市内４ 地域全てから 上がっ たほか、子

育て世代の座談会でも 保護者の送迎負担の要望が上がるなど移動に不安を 抱えている市民が多

い 

  人口減少や節水機器の普及等により 、 下水道料金収入の伸びが停滞 

  通勤や通学、通院、買い物等の移動手段と なる市営有償バスやデマンド 型乗合タ ク シーの運行、

路線バス等の運行に対し て支援 

課題（案）  

  劣化が進行し ている道路や橋梁ト ンネルの計画的な維持補修 

  災害に強いまちづく り を 推進するため、 防災拠点や緊急輸送道路の整備 

  人口減少や施設の老朽化等に対応する安定し た下水道の経営基盤の構築 

  自治会の高齢化に伴い協力頂いてき た作業（ 草刈り ） 等が出来なく なるこ と により 道路の維持

管理等が増える。  

  高齢化等に伴う 交通弱者の増加、 ニーズの多様化 

  交通弱者の移動手段の確保、 維持 

  運転手不足による公共交通サービスの制約 

  燃料費、 人件費などの高騰に伴う 公共交通に係る経費の増加下水道施設の老朽化が進行し 、 そ

の機能を 維持するための改築・ 更新に必要と なる費用の増大 
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施策  

施策 16 地域の暮らしを支える安全快適な道路の整備を図ります 

  市内道路網の維持及び安全性確保に向けた、 イ ンフ ラ メ ンテナンス事業（ 道路舗装補修など）

の推進 

  国道 165 号（ 中和津道路） が重要物流道路の指定を目標と し て、早期の事業化がなさ れるよう 、

近隣自治体と 連携し 国や県へ働き かけの実施 

  県道の狭隘な区間の解消に向けた、 県への要望の継続 

  橋梁やト ンネルの計画的な長寿命化や落石対策等の危険の未然防止 

  カ ーブミ ラ ーや防護柵、 街路灯等の交通安全施設を 整備し 、 安心し て利用でき る道路環境づく

り  

施策 17 地域の実情に応じた持続可能な移動手段の確保を図ります 

  住民生活を 支える、 持続可能で柔軟な交通ネッ ト ワーク を構築 

  一次交通（ 鉄道や路線バス等） と 接続する二次交通（ 市営有償バス、 デマンド 型乗合タ ク シー

等） を強化し 、 持続可能な交通網を構築 

  市営有償バスやデマンド 型乗合タ ク シーなどの運行や事業者支援で、 地域の交通網を 維持・ 確

保 

  市民へのアンケート 実施や地域と の意見交換を 通じ 、 住民参加による共助型交通を推進 

  グリ ーンスローモビリ ティ 等、 新し い移動手段の導入の検討 

  効果の検証と 地域の実情に合っ た利便性の向上 

施策 18 安心安全な下水道サービスの提供と適正な施設管理を推進します 

  良質な下水道サービスの持続的な提供に向けた、 スト ッ ク マネジメ ント 計画に基づく 下水道施

設のラ イ フ ルコ スト の低減化 

  持続可能な下水道事業運営の推進 

  下水道施設を計画的かつ効率的・ 効果的に維持管理 

  快適な生活環境なら びに水環境の保全  
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こんな事業を実施しています  

  中継ポンプ場更新工事  

  国道 165 号（ 中和津道路） 整備推進事業  

  下水道管路・ 施設更新事業  

  下水道マンホール鉄蓋更新事業  

  下水道施設点検調査事業  

  下水道スト ッ ク マネジメ ント 計画策定業務委託  

  管路実施設計業務  

  デマンド 型乗合タ ク シー運行事業  

  奈良交通バス運行対策費負担金事業  

こんな計画が関連しています  

  宇陀市都市計画マスタ ープラ ン 

  宇陀市橋梁長寿命化修繕計画 

  宇陀市ト ンネル長寿命化修繕計画 

  宇陀市地域公共交通計画 

  宇陀市流域関連公共下水道事業計画 

  宇陀市下水道スト ッ ク マネジメ ント 計画 

  宇陀市下水道事業経営戦略 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 

  宇陀市地域防災計画 

  宇陀市国土強靭化地域計画  
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施策の方向性２－４ 災害に備えた安全安心な暮らしの実現  

現状（案）  

  宇陀市全域が南海ト ラ フ 地震防災対策推進地域に指定 

  宇陀市内には、 土砂災害のおそれのある土砂災害警戒区域（ イ エローゾーン） に 1, 794 箇所、

また土砂災害が発生し た場合、 建築物を 損壊し 、 著し い危害が生じ るおそれのある 土砂災害特

別警戒区域（ レ ッ ド ゾーン） に 1, 666 箇所が指定 

  地球温暖化が原因と さ れる気象の急変や台風集中豪雨等の自然災害の頻発化激甚化に伴う 被害

リ スク が増加 

  コ ロナ禍を 契機と し て避難所における感染症対策の必要性が向上 

  高齢化の進行に伴い災害時に支援を必要と する要配慮者が増加 

  防災行政無線の老朽化が進行 

  自主防災組織の結成や資機材の整備を 実施 

  消防車両の計画的な更新による消防団の体制強化を実施 

  導入から １ ０ 年が経過し 、 機器などの修繕など維持管理を実施 

 

課題（案）  

  防災行政無線の更新等、 災害時における情報伝達の強化 

  住宅の耐震化の必要性に関する市民への啓発、 耐震改修の促進 

  自治会や自主防災組織等の地域主体の防災訓練等を 充実さ せ、 自助共助の意識の向上を 図ると

と も に、 公助を 合わせた防災減災体制の構築 

  避難所の整備や資機材の拡充、 備蓄品の更新 

  国や県と 連携し た土砂災害対策事業の推進 

  避難行動要支援者の早期避難や安否確認等の充実 

  災害時における関係機関と の連携体制の強化 

  防災行政無線の対応年数を 経過し た機器・ 部品の更新 

  耐震改修の推進 
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施策  

施策 19 災害への備えと暮らしの安全確保を図ります 

  風水害や地震新型コ ロナウイ ルス感染症等の情報を 発信する ため、 自主放送「 う だチャ ン 11」

や安全安心メ ール、 ホームページ等の迅速な伝達手段の充実 

  今後、 発生が予想さ れる南海ト ラ フ 地震に備え、 避難所と なる公共施設やイ ンフ ラ 施設の耐震

化 

  土砂災害特別警戒区域での土砂災害や大規模地震の発生時においても 安全な暮ら し を 確保する

ため、 既存の住宅の改修等に対する支援の充実 

  国や県と 協働し 、 急傾斜地への崩壊防止施設の設置や地すべり 対策工事、 土石流等の防止のた

めの砂防堰堤の設置等の防災措置の推進 

  安全安心メ ールや防災行政無線などの情報伝達ツールの強化、 更新 

  避難所強化及び、 災害への備え 

  耐震改修の推進 

施策 20 地域防災力の強化と消防体制の安定的な維持充実を図ります 

  地域の防災力向上のため、 自主防災組織の結成や自主防災組織等の取組みへの支援 

  地域内の連携強化と 防災意識の向上を 図るため、 防災サポータ ー養成講座や官民共同による防

災訓練等の充実 

  避難所の感染症対策を 講じ 、 安全で誰も が健康を 維持でき る よう 整備を 進めると と も に、 防災

資機材の拡充と ローリ ングスト ッ ク 法に基づいた備蓄品の更新 

  ハザード マッ プの周知を 図る と と も に、 避難行動要支援者など支援を 必要と する人を 安全に避

難誘導でき るよう 、 福祉専門職等と 連携を 図り 、 個別避難計画の作成 

  南海ト ラ フ 地震など大規模災害に対応するため、 関係機関等と 連携し た支援体制の構築 

  消防団員の確保に向けた啓発活動を 行う と と も に、 火災や災害時の安全を 確保する ため、 安全

装備品の充実や消防車両の計画的な更新を 行い、 防災力の強化、 処遇改善 

  自治会、 自主防災組織、 まちづく り 協議会の防災に関する啓蒙啓発 

こんな事業を実施しています  

  避難所設備強化事業  

  防災情報等配信事業（ 安全・ 安心メ ール/FAXサービス）   

  防災行政無線システム維持管理事業  

  消防団員装備充実事業  

  地域防災計画修正事業  

  松山重要伝統的建造物群防災事業  

  カ ンデ山公園法面安全対策事業  

こんな計画が関連しています  

  宇陀市地域防災計画 

  宇陀市消防団組織再編計画 

  宇陀市都市計画マスタ ープラ ン 

  宇陀市耐震改修促進計画 

  宇陀市国民保護計画 

  宇陀市国土強靭化地域計画 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 

  松山重要伝統的建造物群保存地区防災計画  
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目指すまちの姿３活力あるまち  
 

施策の方向性   

３ －１  地域資源の保全及び産業と 連携し た活用 

３ －２  地域の産業の発展を担う 次世代の人材の確保や育成 

３ －３  基幹産業である農林業の再生活性化 

３ －４  商工業の再生活性化 

３ －５  観光戦略の推進 

評価指標  

①地域資源を 活かし た商品開発数 

②観光入込客数 
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施策の方向性３－１ 地域資源の保全及び産業と連携した活用  

現状（案）  

  宇陀市には日本遺産に認定さ れた室生寺を はじ め、 国・ 県・ 市指定の文化財や歴史的なまちな

み、 歴史と 文化の中で継承さ れてき た魅力的な行事等が存在 

  松山地区伝統的建造物群保存地区の保存・ 活用、 史跡宇陀松山城跡の史跡指定地の拡大及び公

有化に向けた取組みを 実施 

  伝統文化等の担い手が減少し ており 、 保存継承が困難宇陀市産材の利用促進に向けた支援 

  宇陀市の魅力を ブラ ンド と し て確立し ていく ための情報を発信 

課題（案）  

  2017 年の台風による被害を 受けた史跡宇陀松山城跡の復旧工事の実施 

  伝統文化等の継承に向けた担い手の育成 

  豊かな自然・ 歴史・ 文化と いっ た、 宇陀市の魅力の発信及び有効活用 

  宇陀の木など農林産物を はじ めと し た地域資源のブラ ンド 化による付加価値の創出や情報発信 

  人口減少、 高齢化に伴う 文化財（ 有形・ 無形問わず） 保護及び継承の担い手不足 
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施策  

施策 21 歴史と文化を活かした地域の魅力づくりを推進します  

  伊勢街道、街道沿いの旧旅籠「 あぶら や」 、室生寺門前等のまちなみを保存継承すると と も に、

近隣市村と 連携し た活用の推進 

  歴史・ 文化資源の活用に取り 組むと と も に、 歴史的まちなみや史跡の保護、 整備の推進 

  郷土の歴史や文化財、 伝統文化に対する理解を 深める ために埋蔵文化財や郷土資料等の展示、

講演会・ 講座等の実施 

  伝統文化や祭り 、 民俗行事、 郷土芸能等の保存や後継者育成を 担っ ている団体の支援 

  遺跡の発掘調査を 行う と と も に、 保護対策を講じ 、 後世に郷土の歴史の継承 

  国・ 県・ 市指定文化財の所有者が行う 建造物等の保存修理や防災設備の設置・ 点検等への支援 

  史跡宇陀松山城跡の災害復旧事業の推進 

  史跡宇陀松山城跡の史跡指定地の拡大及び公有化に向けた取組みを実施 

  文化庁と 協議を 続けながら 、 未来に向けた保存調査が必要であり 、 市民が誇り を 持ち、 重伝建

地区と 連携を密にし て、 観光の拠点と し て、 賑わいができ るよう にデジタ ル技術を用いて整備 

 

施策 22 地域の魅力ある特産品や資源を「宇陀ブランド」として価値向上と発信を図ります  

  市内事業者と 連携し 地場産品の広報や PR、 造成及び販路拡大など、 双方業務の相乗効果を 図る

ため、 地域商社機能を 構築する 

  自然歴史、 文化景観、 人材や技術などの多面的な分野における「 宇陀ブラ ンド 」 を 商品化、 サ

ービス化につなげる 

  都市部での販売を 促進するため、 販路の拡大 

  市の特産品、 名産品、 技術も 含め関係諸機関と 連携し ながら 地元企業への支援を 実施 

こんな事業を実施しています  

  史跡宇陀松山城跡保存整備事業  

  文化財保存修理等補助事業  

  文化財愛護団体支援事業  

  重要伝統的建造物群保存地区保存事業  

  歴史的風致維持向上計画推進事業  

  地域商社運営業務  

こんな計画が関連しています  

  史跡宇陀松山城跡保存整備基本計画 

  史跡森野旧薬園保存活用計画 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 

  宇陀市歴史的風致維持向上計画 

  奈良県と 宇陀市と のまちづく り に関する基本計画 

  宇陀市松山伝統的建造物群保存地区保存計画 
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施策の方向性３－２ 地域の産業の発展を担う次世代の人材の確保や育成  

現状（案）  

  高齢化が進む農林業の担い手が不足 

  地域の資源を活かし た起業に向けての活動を支援 

  感染症などの影響により 、 テレ ワーク など、 働き 方が変化 

  技術者の高齢化、 後継者不足が深刻化し ている 

  空き 家や空き 店舗を活用し た起業・ 創業について、 その改修等の費用を 助成 

課題（案）  

  空き 家・ 空き 店舗の利活用の促進 

  離農により 発生し ている遊休農地の有効活用の促進 

  働き 方の変化や地方回帰への関心の高まり に応じ た働く 環境づく り の確保 

  市内での就職を 促進するために、 雇用の拡大 

  経営が不安定な就農直後の担い手に対する支援 

  市内企業の専門人材の不足 

  熟練を要する技術者の後継者不足 

  高齢化による担い手不足 
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施策  

施策 23 地域に活力をもたらす多様な人材の発掘と育成を図ります  

  空き 店舗の活用など起業に向けた支援の充実 

  国の事業等を 活用するなど、 農林業の担い手の確保 

  地域の未来を創る人材の定着と 起業を 後押し する支援 

  多様な働き 方に対応し たサテラ イ ト オフ ィ スの活用 

  土地を有効活用し 、 既存事業所の規模拡大につなげ、 雇用を 確保でき る環境づく り の推進 

  新規就農者が安定し て農業経営ができ るよう 支援 

  企業等と 連携し て、 地域資源を 活かし た雇用の場の創出 

こんな事業を実施しています  

  農業次世代人材投資事業  

  エスト ニアと の交流による人材育成事業  

  空き 店舗施設改修等補助金事業  

  サテラ イ ト オフ ィ ス運営事業  

  地元企業人材育成支援事業  

こんな計画が関連しています  

  大和高原の魅力ある仕事づく り に関する連携協定 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 
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施策の方向性３－３ 基幹産業である農林業の再生活性化  

現状（案）  

  伊那佐東部地区に県東部で初の「 特区」 と なる特定農業振興ゾーンが奈良県により 設定 

  中山間地域等直接支払事業や多面的機能支払交付金事業等の活動を 継続し て行っ ている 組織

（ 集落） に対し て支援を 行っ ており 、 高齢化が進行 

  若年層の農林業や農山村への意識の低下や後継者不足により 、 農林業経営が難航 

  大和高原地域の恵まれた気候等により 、 宇陀市では有機農業が盛ん 

  農業経営における農業用機械の更新費が負担電気柵等の設置により 、 イ ノ シシの被害は一定の

効果が出ているが、 シカ 等の被害が増加 

  害獣駆除と 企業活動を 併せ持つジビエ利活用施設の活用の推進 

  薬と ゆかり のある宇陀市を 薬草のまちと し て推進する ため、 宇陀市薬草協議会と 連携し 、 大和

当帰等の栽培や薬草メ ニュ ーの開発など薬草を 活用し たまちづく り を 展開 

課題（案）  

  大宇陀南部地域の農業用水である宮奥ダムの老朽化対策 

  農林畜産業の効率的で安定し た経営の促進 

  農林畜産物の安定し た販売に向け、 生産・ 流通体制の強化 

  付加価値の高い農作物づく り の推進 

  森林の保全を図り 、 林業施業の基盤の強化 

  高齢化による担い手不足 

  薬草を 活用し たまちづく り は、 魅力ある商品開発の難し さ 、 知名度の低さ 、 観光や地域と の連

携が課題で、 継続性のある取組みと 発信力強化が必要 
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施策  

施策 24 地域特性を生かした農地の活用と農業基盤の強化を図ります  

  農業の担い手への農地の集約と 集積を 進め、 スマート 農業やデジタ ル技術の活用による次世代

農業を推進するこ と で、 高収益作物への転換の促進 

  伊那佐東部地区に設定さ れている特定農業振興ゾーン がモデル地区と なる取組みを 行い、 県や

大和高原南部土地改良区等と の連携を 図り 、 他地域にも 設定さ れるよう 生産性の向上 

  農道の整備・ 維持を 進めると と も に、 農業用水路等の長寿命化や農地の保全等の活動に取り 組

む組織（ 集落） の支援 

  安定し た農業用水を確保するため、 宮奥ダムの管理運営を行う と と も に老朽化対策の実施 

  遊休農地の解消 

施策 25 農林業の担い手確保と経営力の強化を図ります  

  東部農林振興事務所や大和野菜研究センタ ーなど県と の連携を 図り 、 有機農業を 推進すると と

も に、 拠点の創出 

  地域農業を 支える担い手が安定し た農業経営を 行えるよう 支援 

  化学肥料・ 化学合成農薬の低減する 取組みと 合わせて行う 地球温暖化防止や生物多様性保全等

に効果の高い営農活動（ 環境保全型農業直接支払交付金事業） の推進 

  防除技術を 持つ人材を 育成し 、 地域ぐ るみでの効率的な鳥獣害対策の支援 

  シカ ・ イ ノ シシを 地域の資源と 位置付け、 良質な食肉と し て生産するためにジビエ利活用施設

の活用の推進 

  奈良県フ ォ レスタ ーアカ デミ ーと 連携し 、 林業の担い手確保や活性化の支援 

  畜産業では、 奈良県と 連携し ながら 、 鳥イ ンフ ルエンザや豚熱等の感染症対策の促進 

施策 26 地場産品の高付加価値化と販路拡大を図ります  

  農林産物品評会やう だ産フ ェ スタ を 開催し 、 農林産物生産者等の営農意欲や生産品の品質の向

上 

  宇陀市薬草協議会と の連携により 、 大和当帰やセネガ等の薬草栽培を 推進すると と も に、 薬草

のまちと し て薬草の魅力の発信 

  宇陀市産木材を 利用し た新築や増改築に対し て支援を 行う と と も に、 宇陀の木のブラ ンド 化や

間伐材の利用の推進 

  農産物直売所等において、 農林畜産物や特産品等を販売するなど流通体制の強化 

施策 27 森林資源の循環活用と適正管理を推進します  

  林業の中核的な存在である森林組合と 連携し た森林整備の推進 

  作業路の開設など森林施設の効率化や間伐を推進し 、 森林の多面的機能の維持 

  森林施設の集約化に必要と なる山林境界の明確化の推進 

  里山の針葉樹林を 広葉樹に転換するなど、 水源涵養機能等の維持 

こんな事業を実施しています  

  オーガニッ ク ビレ ッ ジ推進事業  

  ジビエ利活用施設設置事業  

  薬草を活用し たまちづく り 事業  

こんな計画が関連しています  

  大和高原の魅力ある仕事づく り に関する連携協定 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 
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施策の方向性３－４ 商工業の再生活性化  

現状（案）  

  大和高原の玄関口である榛原駅周辺では、 未利用地やビルの空き 室が目立つ 

  ウッ ピ ー商品券やプレ ミ アム八っ ぴ―商品券を 発行し 、 個人の消費喚起を 促し 、 地域経済を 活

性化 

  経営者の高齢化が進み、 後継者不足による廃業が発生 

  宇陀市菟田野毛皮革産業振興協議会を 中心と し た商品開発や販路拡大に取り 組む地場産業であ

る毛皮革産業の育成・ 振興を支援 

  市内には、 都市部などを 中心に取引を 行っ たり 、 特定の分野で販路拡大を 成功し ている事業者

が存在 

課題（案）  

  榛原駅周辺の未利用地やビルの空き 室等の有効利用 

  働く 場の確保のため、 産業ゾーンと し て位置付けら れている市街化調整区域の土地の活用 

  既存事業所が有する技術を 生かし 、 時代に即し た新たな分野への進出の促進 

  既存事業所の事業承継や事業活動に対する支援 

  感染症の感染拡大など予測不能な事態に備え、 事前対策を促進し 、 事業継続力の強化の支援 

  今後の宇陀市の地域経済を 支えていく ために、 農林畜産業や地場産業の振興と と も に、 既存事

業者への支援や新たな企業の誘致 

  創業や企業誘致による事業所の増加の推進 

  経営者の高齢化による後継者不足 
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施策  

施策 28 駅前を人と人がつながる交流拠点として活性化を図ります  

  大和高原の玄関口と なる榛原駅前の広場や施設を 活用し てマルシェ 等を 開催し 、 にぎわいと 交

流の拠点づく り  

  大都市に近い立地や豊かな自然を 活かし て、 駅前や駅前商店街のにぎわいづく り  

施策 29 地元事業者の成長支援と事業承継を促進します  

  地場産業である毛皮革産業の振興を 図るため、 奈良県等と 協力し 、 商品開発や販路拡大、 及び

工場団地機能の充実 

  宇陀商工会と 連携し て、 ウッ ピー商品券やプレ ミ アム商品券を 発行するこ と で地域経済の活性

化 

  経営相談や事業承継等の商工会の活動の支援 

  奈良県信用保証協会や金融機関と 連携し た事業経営に対し ての支援 

施策 30 地域に根差す産業の創出と企業誘致を推進します  

  企業を 誘致し やすい基盤整備を 図る と と も に、 自然が豊かで大都市に近い便利な田舎を 活かし

た企業誘致 

  榛原駅周辺ビルの空き 室を 活用し たサテラ イ ト オフ ィ スの活用や空き 店舗等での起業に対する

支援 

  自然環境や歴史文化資源に恵まれた宇陀市でのワーケーショ ンの推進 

  奈良県や宇陀商工会と 連携し て、 市内で創業する事業者の支援 

  エスト ニアと の連携を 起点と し た次世代技術等の企業誘致 

  公民連携まちづく り プラ ッ ト フ ォ ームによる新たな経済活動やサービスを 創出する コ ンソ ーシ

アムの組成 

こんな事業を実施しています  

  榛原駅前交流施設運営事業  

  毛皮革産業振興支援事業  

  公民連携まちづく り 推進事業  

  薬草を活用し たまちづく り 事業  

  サテラ イ ト オフ ィ ス運営事業  

  企業誘致推進事業  

  中小企業等支援事業  

こんな計画が関連しています  

  宇陀市都市計画マスタ ープラ ン 

  奈良県と 宇陀市と のまちづく り に関する基本計画 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 

  宇陀市空家等対策計画 
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施策の方向性３－５ 観光戦略の推進  

現状（案）  

  宇陀市の知名度は全国的には高く ないが、 「 宇陀ソ ムリ エ検定」 の受験者数が増加するなど、

市独自の取組により PRの成果が徐々に現れている状況 

  薬草、 温泉、 オーガニッ ク などの地域資源が豊富であり 、 ウェ ルネス・ ヘルスツーリ ズム等の

新たな観光資源や体験プログラ ムの活用可能性 

  道の駅大宇陀・ 道の駅宇陀路室生を はじ め、 保養セン タ ー美榛苑、 あき ののゆ、 ワールド メ イ

プルパーク 等の観光拠点や室生寺や松山伝統的建造物群保存地区、 室生山上公園芸術の森等が

主な観光客の受入機能を 担う  

  又兵衛桜や仏隆寺の千年桜、 内牧区民の森など、 桜の名所が市内各地に点在し ており 、 新たな

「 桜のまち」 と し て認知 

  室生龍穴神社や吉祥龍穴、 龍王ヶ 渕など自然景勝地への来訪者が増加し ており 、 観光地と し て

注目を集めている 

  歴史資源や古道を 活かし た「 伊勢本街道魅力創出事業」 が展開さ れており 、 地域住民の参画に

よる新し い観光地づく り  

  一部施設では老朽化や運営の課題があるも のの、 施設の再整備や指定管理制度の活用による持

続可能な運営体制の構築 
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課題（案）  

  全国的な知名度やブラ ンド 力不足 

  都市圏の潜在的な来訪者に対する情報発信や魅力の訴求が不十分 

  短時間・ 短期間の滞在にと どまる観光客の消費や滞在時間の拡大の必要性 

  観光コ ンテンツの不足と 地域資源を 活かし た「 宇陀ら し さ 」 の体験型・ 滞在型プロ グラ ムの充

足 

  伊勢本街道活用の課題と 関連コ ンテンツ不足による回遊性や魅力の低さ  

  観光協会の自主性や民間事業者と の連携不足による観光地域づく り 法人（ DMO） の機能強化 

  観光分野におけるデジタ ル化・ DX（ デジタ ルト ラ ンスフ ォ ーメ ーショ ン） の遅れ 

  情報発信・ 予約・ 顧客分析等の機能向上 

  イ ンバウンド 観光の対応不足による外国語案内や受入体制整備 

  宿泊施設の老朽化や不足による宿泊観光への制約 

  観光拠点施設の老朽化と 改修・ 再編による運営体制の見直し の必要性 

  室生地域などで顕在化するオーバーツーリ ズムによる地域住民の生活環境への影響 

  室生口大野駅を 中心と し た観光機能の充実  
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施策  

施策 31 地域資源を活かした魅力ある観光地づくりを推進します  

  薬草・ オーガニッ ク ・ 歴史・ 自然と いっ た地域資源を 核と し た宇陀の魅力を 体系的に発信し 、

宇陀ら し さ を活かし た観光ブラ ンド の確立 

  桜や紅葉などの季節観光に加え、 薬草体験、 里山散策、 伝統文化体験などを 組み合わせた体験

プログラ ムを開発するなど、 滞在型・ 体験型観光への転換 

  保養センタ ー美榛苑の大規模改修・ 廃止・ 譲渡・ 売却などの選択肢を 含めた再編方針を 整理す

ると と も に、 宿泊施設の活用に対する改修補助制度の導入や、 民間事業者の誘致など宿泊機能

の再構築と 多様化の推進 

  伊勢本街道を 軸と し 、 着地型観光や周遊観光を 目的と する観光客の増加を 目指し た歴史・ 文化

観光の展開 

  観光拠点施設である道の駅大宇陀、 道の駅宇陀路室生、 あき ののゆ、 美榛苑等の既存施設の戦

略的再整備 

  室生エリ アをはじ めと する自然観光地でのオーバーツーリ ズム対策と し て、交通・ 駐車場対策、

受入ルールの整備、住民と の協働による持続可能な観光地づく り（ サステナブル・ ツーリ ズム）

の実現 

  観光協会の再編・ 機能強化を 進める と と も に、 戦略チームの設置や地域人材の育成により 、 地

域が主体と なる観光経営体制の構築 

  観光と 交通の連携 
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施策 32 滞在交流を促す観光による関係人口の創出を図ります  

  曽爾村・ 御杖村・ 東吉野村等と 連携し た周遊観光ルート を 構築するなど、 大和高原エリ アと の

広域観光連携の強化 

  観光を 契機に地域と のつながり を深める仕組みを 整備し 、 都市住民と の関係人口の創出や、 移

住・ 定住につながる交流促進策と の連携 

施策 33 効果的な観光プロモーションと地域の魅力を伝える情報発信を推進します  

  観光ポータ ルサイ ト や SNS による情報発信の強化、 多言語対応、 予約・ キャ ッ シュ レ ス対応の

導入により 、 国内外から の来訪者の利便性を高め、 観光における DX・ イ ンバウンド 対応の推進 

こんな事業を実施しています  

  観光誘致促進事業  

  伊勢本街道魅力創出事業  

  う だソ ムリ エ検定事業  

  大和高原（ 東吉野） 観光振興協議会負担金  

こんな計画が関連しています  

  宇陀市観光基本計画 

  奈良県と 宇陀市と のまちづく り に関する基本計画 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 

  宇陀市歴史的風致維持向上計画 
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目指すまちの姿４生涯輝くまち  
 

施策の方向性   

４ －１  人権を 大切にする共生のまちづく り の実現 

４ －２  子ども たちの教育環境の充実 

４ －３  多様な学びの場の整備充実 

４ －４  スポーツ芸術文化の振興 

評価指標   

①自分には、 よいと こ ろ があると 思う 児童生徒の割合 

②今住んでいる地域の行事に参加し ている児童生徒の割合 

③市内主要施設の年間利用者数 
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施策の方向性４－１ 人権を大切にする共生のまちづくりの実現  

現状（案）  

  人権のまちづく り を目指し て、市内 23 の地区組織や各種団体等により 構成する宇陀市人権教育

推進協議会を中心に、 人権教育・ 啓発を 行う  

  性的指向や性自認の違いを 多様性と し て認め合い、 互いに人権を 尊重し 、 自分ら し く 生き るこ

と ができ る社会の実現に向けて、 「 宇陀市パート ナーシッ プ・ フ ァ ミ リ ーシッ プ制度」 を導入 

  誹謗中傷等のイ ンタ ーネッ ト 上の違法・ 有害情報に対処する ため、 「 情報流通プラ ッ ト フ ォ ー

ム対処法」 に施行 

  同和地区に関する問い合わせや、 イ ンタ ーネッ ト によ る人権侵害が依然と し て存在し 、 また、

Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ Ｑ など性的マイ ノ リ ティ の人に対する偏見と いっ た問題も 発生 

  人権に関する相談に対応する ため、 人権擁護委員や民生委員・ 児童委員等と の連携により 人権

相談を実施し ているほか、 女性専門相談員によるＤ Ｖ 相談を 実施 

  誰も が輝く こ と のでき る社会の実現を 目指し て、 地域団体と 連携し ながら 、 啓発活動及び学習

活動を実施 

課題（案）  

  人権問題の解決に向けた人権教育・ 啓発のさ ら なる推進のため、 関係機関・ 団体等と の連携強

化 

  多様化・ 複雑化する人権相談に対応するため、 関係機関と の連携強化、 相談員の資質向上 

  DV等の暴力の防止に向けた取組みの充実 

  男女が対等に生き る意識と 社会環境づく り  

  多様な働き 方ができ る職場環境づく り  

  人権と 多様性を 尊重でき る社会意識づく り  
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施策  

施策 34 多様性と人権が尊重される地域づくりを推進します  

  あら ゆる分野において多様性を 個性と し て認めら れ、 誰も が尊重さ れるイ ンク ルーシブ社会の

実現 

  家庭や学校、 地域、 職場等あら ゆる 場で、 人権意識を 高める こ と ができ るよう 人権教育・ 啓発

を 推進し 、 部落差別を はじ めと するあら ゆる差別や人権侵害事象の防止 

  性の多様性に対する正し い知識と 理解が広がる意識啓発と 意識改革 

  人権問題における様々な相談に対し て、 国や県、 民間団体等と の連携・ 協働を 図り ながら 、 支

援体制の充実 

  人権交流センタ ーを 人権と 福祉の拠点施設と し て位置付け、 講座等による交流や人権・ 生活・

就労等の相談事業の充実 

  地域における『 福祉と 人権のまちづく り 』 の拠点と し ての効果的で持続可能な人権交流センタ

ー事業の展開 

施策 35 ジェンダー平等により誰もが対等に参画できる社会を実現します  

  すべての人が平等と 思える社会の実現のための広報・ 啓発活動 

  社会のあら ゆる分野に様々な価値観と 発想を 取り 入れるため、 施策や方針、 意思決定過程への

性別にと ら われない人材の参画の促進 

  男女間のあら ゆる暴力の根絶に向け、 被害者が安心し て相談でき 、 かつ必要な支援を 適切に受

けら れるよう な体制の充実 

施策 36 多様な働き方と暮らしの両立を支援します  

  あら ゆる分野への男女共同参画の推進 

  働き 方と 環境整備による仕事と 家庭生活の両立 

  困難な問題を抱える女性に対する支援 

 

こんな事業を実施しています  

  室生人権交流センタ ー改修事業  

  人権施策基本計画推進事業  

こんな計画が関連しています  

  宇陀市人権施策基本計画 

  宇陀市地域福祉計画及び地域福祉活動計画 

  宇陀市特定事業主行動計画 

  宇陀市における女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画 

  宇陀市教育大綱 

  宇陀市男女共同参画計画 

  宇陀市生涯学習振興指針 

  宇陀市学校教育の指導方針 

  宇陀市いじ め防止基本方針 

  宇陀市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 
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施策の方向性４－２ 子どもたちの教育環境の充実  

現状（案）  

  「 全国体力・ 運動能力・ 運動習慣等調査」 は、 小中学生と も に全国平均をやや上回り 、「 全国学

力・ 学習状況調査」 は、 小中学生と も に全国平均をやや下回る傾向 

  誰一人取り 残さ ない、 持続可能でよ り よい地域社会の実現の推進と 健やかな心身・ 安全な生活

を 保持増進でき る子ども の育成を 推進 

  学校給食で提供さ れている献立を競う 全国学校給食甲子園において、 学校給食セン タ ーは準優

勝を 獲得するなど、 食育の啓発や地産地消を推進 

  外国語指導助手の配置や I CT 環境の整備により 、 国際化やデジタ ル化社会に対応でき る人づく

り を 推進 

  課題を 抱えた子ども を 支援する専門職の配置等により 、 安心し て通う こ と ができ る 教育支援体

制を 推進 

  就労等により 保護者が昼間、 家庭にいない児童に小学校の空き 教室を 利用し た学童保育を実施 

  児童生徒の減少やニーズの多様化に応じ た柔軟な学びに対応する教育環境を つく る ために学校

の適正化を 推進 

  学校施設の効率的な改修等を進めるため、 学校施設長寿命化計画の見直し の実施 

課題（案）  

  基礎的・ 基本的な知識・ 技能のみなら ず、 課題を 解決するために必要な情報を 精査し 、 根拠を

明確にし て説明する等の思考力・ 判断力・ 表現力の育成 

  外国語教育やデジタ ル化に対応し た教育を はじ め、 新し い時代に必要と さ れる資質・ 能力の育

成 

  課題を抱えた子ども たちやその保護者を 支援する支援員や相談員、 専門職の配置の充実 

  学校施設に求めら れる機能・ 性能を 確保し つつ、 ラ イ フ サイ ク ルコ スト の縮減など、 中長期的

な視点から 財政負担の軽減・ 平準化 

  アント レ プレナーシッ プの育成を 軸と し た持続可能な地域づく り  

  保護者や市民の意見を 踏まえた学校の適正配置と と も に、 学びの多様化に対応する ための学習

環境整備について検討 

  児童生徒数の減少に伴う 学校の適正配置と と も に、 学びの多様化に対応するための学習環境整

備についての検討  
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施策  

施策 37 児童生徒の生きる力と社会性の育成を図ります  

  学ぶ意欲を 引き 出し 、 家庭学習の定着を 図ると と も に、 「 どの子ども にも わかる授業」 の実現

に向けた教職員の資質・ 能力の向上 

  確かな学力を身に付けるため、 国や市の学力調査の活用 

  他者の思いや意見、 考え方を尊重するこ と のでき る豊かな人権感覚を 持っ た子ども の育成 

  「 使える」 外国語教育の充実を 図り 、 国際的視野を 広めると と も に、 プログラ ミ ン グ教育によ

る情報活用能力や科学的思考力の向上 

  学校と 家庭が連携し たいじ めや不登校の未然防止、 早期発見、 早期解決を 支援する と と も に、

スク ールカ ウンセラ ー等の教育相談等を 通し た子ども の発達や不登校児童生徒の自立の支援 

  Ｇ Ｉ Ｇ Ａ スク ール構想により 整備し た一人一台の学習用Ｐ Ｃ 等のＩ Ｃ Ｔ 機器の効果的な活用と

情報モラ ル教育の充実 

  利用人数に対応し た学童保育を 行う と と も に、 保育を 実施する支援員の質の向上 

  主体的に活動する子ども の育成に向けたアント レ プレ ナーシッ プ教育の推進 

  他地域、 国際交流による人材育成 

  企業と の連携による人材育成 

  学校給食における地産地消の促進と 、 食育の推進及び、 子ども 達に給食を 通じ て食に関わる物

や人に対し て感謝する心や想いを 育む授業、 イ ベント 等の継続し た取り 組み 

施策 38 安心して学べる教育環境を整備します  

  保護者や地域住民、 学校、 教育委員会の連携・ 協働による小・ 中学校の適正化 

  小・ 中学校校舎や屋内運動場の大規模改修、 Ｌ Ｅ Ｄ 化、 長寿命化、 バリ アフ リ ー化等の施設整

備 

  安全で安定し たスク ールバスの運行及び車両の年次的更新 

  不登校児童生徒の意思を 尊重し つつ、 個々の子ども の状況に応じ た支援がおこ なえる、 誰一人

取り 残さ れない多様で適切な教育機会が提供でき る学びの場の整備・ 充実を 図る  

学校給食における地産地消の促進と 、 食育の推進およ び、 子ども たちに給食を 通じ て食に関わ

る物や人に対し て感謝する心や想いを 育む授業、 イ ベント 等の継続し た取組み 

こんな事業を実施しています  

  学校給食地産地消促進事業  

  教育支援センタ ー（ はばたき 教室）   

  アント レ プレナーシッ プ教育の推進  

  学校適正化推進事業  

  Ｇ Ｉ Ｇ Ａ スク ール構想事業  

こんな計画が関連しています  

  宇陀市教育大綱 

  宇陀市学校教育の指導方針 

  宇陀市いじ め防止基本方針 

  宇陀市学校施設長寿命化計画 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 

  宇陀市学校適正化基本計画 
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施策の方向性４－３ 多様な学びの場の整備充実  

現状（案）  

  生涯学習の拠点と なる中央公民館と 地域の分館で、 各種講座を 開催し 、 生涯を 通じ た多様な学

びの場を 提供 

  図書館は、 蔵書の充実を 図る と と も に、 電子図書館の開設や図書消毒機の導入など、 コ ロナ禍

での読書環境を 整備 

  大和富士ホールは、 住宅地の中にあると いう こ と も あり 、 市民の教育文化の向上と 生涯教育の

増進を図る施設と し て、 幅広い年齢層が利用 

  Ｓ Ｎ Ｓ の普及により 、 人間関係の希薄化やイ ンタ ーネッ ト を 悪用し た問題行動の発生など、 青

少年を取り 巻く 環境が大き く 変化 

  家庭や地域、 学校の連携により 、 地域ぐ るみで子ども たちの育ちを支える取組みを実施 

  学校・ 家庭・ 地域の連携・ 協働による「 地域と 共にある学校づく り 」 を 推進 

  エスト ニア等と の連携を 通じ て、 地域外・ 海外と つながる経験が子ども たちの視野を 広げてい

る 

課題（案）  

  中央公民館等の各社会教育施設の老朽化対策 

  様々な生涯学習活動や地域ぐ るみ・ 世代間の交流を 通じ て、 人と のつながり や人を 思いやる心

を 育む機会の提供 

  青少年が SNS を 含むイ ンタ ーネッ ト についての正し い知識を 身に付けるよう 普及啓発など、 青

少年健全育成環境の充実 

  地域全体で未来を 担う 子ども たちの成長を 支える学校と 地域の連携強化 

  施設の老朽化に伴う 要修繕箇所の対応 

  過疎化・ 少子高齢化社会によ る人口減少等から 、 市内公民館利用者の減少が予想さ れ、 そのこ

と が公民館活動・ 社会教育の発展に大き く 影響 

  意欲ある若者や子ども たちが、 地域で実践・ 挑戦する場や併走する大人が十分に整っ ていない 

  学びと 産業振興（ 雇用・ 起業） を 結びつける仕組みが弱い 
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施策  

施策 39 生涯にわたり学びを楽しむ環境を整備します  

  教養の向上や健康の増進、 文化の振興等のため、 市民のニーズに合っ た各種講座や教室の積極

的な開催 

  若年層を 対象と し た公民館事業への関心の向上と 公民館の利用促進の実施 

  老朽化が著し い中央公民館及び菟田野、室生の各分館は、生涯学習の拠点機能を 維持するため、

地域内の他施設への移転の検討 

  図書館では、 利用促進を 図る と と も に、 子ども 読書活動推進、 電子図書やデイ ジー図書の拡大

等により 、 子ども から 高齢者まで幅広い世代の学びや交流の場の創出 

  各社会教育施設について、 中長期的な視点に立っ た維持・ 保全対策等や効率的な管理運営、 利

用促進 

  自主学習スペース運営事業の更なる充実 

  図書館へのアク セスが難し い地域や、 移動手段が限ら れている地域から の図書館への利用 

大宇陀・ 榛原以外の地域における図書館の利活用について図書館から のサービス提供方法  

正規職員における有資格者の確保 

施策 40 地域ぐるみで子どもの育ちや学びを支える環境づくりを推進します  

  地域・ 家庭・ 事業所・ 行政等の連携を 強化し 、 子育ての楽し さ や大変さ を 分かち合えるよう 、

多様な人の協力と 助け合いによる自主的な活動の支援 

  子ども の自立や協調性を 高めるため、 関係団体の育成やイ ベント 開催、 ボラ ンティ ア活動等の

実施の支援 

  各健全育成団体の協力を 得ながら 、 未来を 担う 子ども たちの育成支援 

  コ ミ ュ ニティ スク ールと し ての取組を 活かし 、 地域ぐ るみで学校を サポート するボラ ンティ ア

活動を 支援し 、 「 地域と 共にある学校づく り 」 を 進めるため、 子ども たちの学習補助や体験学

習等の実施 

  週末・ 放課後に学びたい子が学べる環境整備 

  企業と の連携による人材育成 

  他地域連携、 国際交流による人材育成 

こんな事業を実施しています  

  各種講座・ 教室事業  

  図書館機能整備・ 充実事業  

  自主学習スペース運営事業  

  社会体育施設長寿命化計画事業  

こんな計画が関連しています  

  宇陀市子ども 読書活動推進計画 

  宇陀市教育大綱 

  宇陀市生涯学習振興指針 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 

  宇陀市子ども ・ 子育て支援事業計画 

  宇陀市スポーツ施設等個別施設計画 
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施策の方向性４－４ スポーツ芸術文化の振興  

現状（案）  

  宇陀市のスポーツ施設等では、 市民団体等が様々な活動を実施 

  健康づく り への取組みが注目さ れ、 団体スポーツ・ 個人スポーツと も 気運が高まる 

  ２ ０ ３ １ 年に奈良県で国民スポーツ大会・ 全国障害者スポーツ大会が開催予定 

  芸術、 文化活動の振興拠点化と し て文化会館、 かぎろ ひホール等の環境が整っ ている 

  宇陀市スポーツ施設等個別施設計画により 、 総合体育館及び文化会館において長寿命化計画を

推進し ている。  

課題（案）  

  健康増進等を 目的と し た生涯スポーツと 記録達成を 目的と し た競技スポーツのどち ら でも 活動

でき る環境づく り  

  市民のスポーツ振興並びに、 スポーツを 通し た関係人口の拡大による地域活性化の拠点と なる

施設の整備 

  地域等で誰も がスポーツを 楽し むこ と のでき る機会の拡大や共生社会の実現、 健康寿命の延伸 

  安全で快適に利用でき る施設の長寿命化や適正な維持管理 

  市民主体の文化活動への支援や芸術・ 文化に触れるこ と ができ る情報発信や機会の充実 

  施設の老朽化に伴う 改修、 施設の複合化及び長寿命化計画の推進 
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施策  

施策 41 スポーツ活動の充実を図ります  

  スポーツ施設の整備に向けた取組みを 進め、 スポーツ振興及びスポーツによるまちの活性化 

  中長期的な視点に立っ た体育館や運動場等のスポーツ 施設の維持・ 保全対策等によ る効率的な

管理運営 

  スポーツ施設を 気軽に利用でき る環境づく り に努める と と も に、 各地域の施設を 活用し 、 健康

寿命の延伸に向けた健康づく り  

  障がいのある人等のスポーツ参加を推進し 、 スポーツを 通じ た共生社会の実現 

  総合型地域スポーツク ラ ブ設立支援による生涯スポーツ社会の実現 

  ２ ０ ３ １ 年に奈良県で開催予定の国民スポーツ大会・ 全国障害者スポーツ大会に向けた会場誘

致 

  温水プールの老朽化対策 

施策 42 芸術・文化の振興を図ります  

  芸術・ 文化活動の拠点施設である文化会館の環境整備と 長寿命化対策 

  情報発信や講座等を充実し 、 芸術・ 文化に親し み、 感性を育てる市民の芸術・ 文化活動の支援 

  創作活動の成果発表の場や、 芸術・ 文化鑑賞による創造的な「 思考力、 判断力、 表現力等」 の育

成 

  芸術文化活動体験交流施設（ ふるさ と 元気村） や室生高齢者等ふれあい館（ 音楽の森ふれあい

館） 等での芸術・ 文化活動を推進し 、 地域の活性化を 図ると と も に、 より 効果的な運営の実現 

  多世代に向けた運動の取組み（ ウエルネスシティ の推進）  

こんな事業を実施しています  

  総合体育館長寿命化事業  

  中学校部活動地域移行事業  

  文化会館長寿命化事業  

  市文化会館自主事業（ 有料公演、 映画上映会）   

こんな計画が関連しています  

  奈良県と 宇陀市と のまちづく り に関する基本計画 

  宇陀市生涯学習振興指針 

  宇陀市障がい者計画 

  宇陀市教育大綱 

  宇陀市スポーツ施設等個別施設計画 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 
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目指すまちの姿５自然豊かなまち  
 

施策の方向性   

５ －１  豊かな自然環境の保全活用 

５ －２  生活環境の整備充実 

５ －３  公園緑地の整備活用 

評価指標   

①宇陀川のＢ Ｏ Ｄ  

②市民１ 人当たり のごみ排出量 

  

-50-



 

 

施策の方向性５－１ 豊かな自然環境の保全活用  

現状（案）  

  国は、 ２ ０ ５ ０ 年にカ ーボン ニュ ート ラ ルの実現と と も に、 ２ ０ ３ ０ 年度、 ２ ０ ３ ５ 年度、 ２

０ ４ ０ 年度において、 温室効果ガスを ２ ０ １ ３ 年度から それぞれ４ ６ ％、 ６ ０ ％、 ７ ３ ％削減

するこ と を 目指し 、 またこ のこ と により 、 中長期的な予見可能性を 高め、 脱炭素と 経済成長の

同時実現に向け、 GX 投資を 加速し ていく 。  

  不法投棄の防止対策を 実施 

  植物では国指定天然物のカ ザグルマの自生地や向淵スズラ ン 群落があり 、 保護活動や生育環境

を 保全 

  室生ダムより 下流の宇陀川や室生川等の河川に棲息し ている 特別天然記念物オオサンショ ウウ

オの保護調査 

  室生赤目青山国定公園の区域に含まれる宇陀市は豊かな自然に囲まれ、 美し い山々と き れいな

空気、 水が生み出す風景が大き な強み 

課題（案）  

  国のカ ーボンニュ ート ラ ルの実現に向けた取組みと 合わせ、 宇陀市においても 脱炭素社会を 視

野に入れた取組みの推進 

  清掃活動への参加意識を 高めると と も に、 環境美化運動についての啓発 

  カ ザグルマやスズラ ンの生育環境の保全 

  オオサンショ ウウオの棲息や保護活動の啓発 
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施策  

施策 43 未来へつなぐ自然環境の保全と共生を図ります  

  グリ ーン社会の実現に向け、 自然環境の保全と 開発と の調和 

  地域での清掃美化運動の取組みの強化 

  環境パト ロールの実施による 不法投棄の早期発見と 早期撤去に努めると と も に、 不法投棄防止

看板の設置等による防止対策 

  河川や地下水等の水質検査を実施し 、 水質保全の確保 

  豊かな自然を 感じ ても ら える よう 、 スズラ ンやカ ザグルマの個体群を 観察、 保護・ 再生するな

ど、 国指定天然記念物の生育環境の整備 

  奈良県と 三重県教育委員会が共同で策定し た特別天然記念物オオサンショ ウウオ保護管理指針

に基づいたオオサンショ ウウオの保護対策 

こんな事業を実施しています  

  電気自動車等導入事業  

  庁舎等照明 LED化推進事業  

こんな計画が関連しています  

  向淵スズラ ン群落保存管理計画 

  カ ザグルマ自生地保存管理計画 

  公共建築物における宇陀市産木材利用推進方針 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 

  宇陀市地球温暖化対策実行計画 
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施策の方向性５－２ 生活環境の整備充実  

現状（案）  

  宇陀ク リ ーンセンタ ーの稼働年限に応じ た設備の更新・ 補修 

  プラ スチッ ク 資源循環戦略に基づく 脱プラ スチッ ク の取組みなどによる、 廃棄物排出抑制 

  ごみの減量化や資源化を 通じ た循環型社会の構築 

  市営榛原斎場や不帰堂火葬場の設備を 計画的に修繕 

  水質保全や公衆衛生の向上のため、 下水道施設の点検調査による破損等の未然防止や合併処理

浄化槽の設置に対し ての支援 

  近隣市村で構成する宇陀衛生一部事務組合により 、 し 尿処理を 実施 

  寒暖差が大き く 、 住宅の断熱化を要する立地にあるにも かかわら ず、 住宅の断熱化が進んでい

ない。  

  建築関連事業者および市民の、 住まいの断熱化に対する興味関心が低い。  

課題（案）  

  2027 年度までに安定的なごみ処理施設の設置 

  市民のリ サイ ク ル意識の向上を 図り 、 持続可能な社会の実現に向けた取組みの推進 

  老朽化し ている下水道施設やし 尿処理施設等の維持管理 

  単身高齢者へのごみ出し 支援 

  ごみ処理施設の更新 

  ごみ処理の広域化 

  建築関連事業者および市民の、 住まいの断熱化に対する興味関心を 高めるため、 普及啓発によ

る意識改革や、 断熱化による効果を体感するためのモデルケースを示す必要がある。  
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施策  

施策 44 環境にやさしい資源循環と処理体制の広域化を推進します  

  新たなごみ処理施設の整備と 、 それまでの期間、 既設の施設での安定し たごみ処理 

  ごみの減量に対する意識の高揚に向けた啓発活動や資源ごみの回収、 集団回収への支援を 通じ

たリ サイ ク ルの推進 

  家庭の生ごみの減量・ 資源化を 促進するため、 処理機購入に対する支援 

施策 45 すこやかな暮らしを支える生活環境を整備します  

  水質保全や公衆衛生の向上のため、 下水道事業計画区域外での合併処理浄化槽設置に対する支

援 

  生活衛生環境の向上のため、 し 尿処理施設の維持管理の徹底 

  市営榛原斎場と 不帰堂火葬場を 計画的に修繕し 、 機能の維持を 図ると と も に、 適切な運営 

  市営赤人霊苑の適切な管理運営に努め、 墓地使用者が安心し て利用でき る環境の提供 

  狂犬病予防注射や登録など、 動物の飼育マナーの啓発 

  下水道施設のスト ッ ク マネジメ ント 計画に基づき 、 管路更生工事等を 施工し 、 施設の長寿命化

の推進 

  住宅省エネの推進 

  健康で快適な住まいを 普及さ せるため、 住宅の断熱性能を向上さ せる省エネ改修の啓発と 支援 

こんな事業を実施しています  

  ごみ処理施設広域化事業 

  一般廃棄物処理施設等整備事業 

  狂犬病予防注射委託事業 

  合併処理浄化槽整備補助事業 

  斎場・ 火葬場運営業務委託事業  

  既存住宅省エネルギー改修工事等補助事業  

  戸建て住宅断熱改修補助事業  

こんな計画が関連しています  

  宇陀市都市計画マスタ ープラ ン 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 

  地球温暖化対策実行計画 
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施策の方向性５－３ 公園緑地の整備活用  

現状（案）  

  平成榛原こ ども のも り 公園は市外から の来園者が多く 人気があるも のの、 ２ ０ ０ １ 年の開園時

に比べると 、 来園者数は大き く 減少 

  室生山上公園芸術の森の来園者数が、 近年飛躍的に増加の傾向 

  公園や緑地施設は交流やにぎわいの拠点と なる場所であるが、 老朽化が進行し ている施設が存

在 

課題（案）  

  市民の憩いの場と し てだけでなく 、 健康づく り やまちづく り を 実現するための空間整備 

  公園や緑地空間を 良好な状態に保ち ながら 来園者の増加を 図るなど、 より 効果的な活用及び、

適正な管理・ 運営 

  利用者が安全・ 快適に利用でき るよう 、 公園施設の計画的な更新 
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施策  

施策 46 にぎわいと癒しの公園・緑地空間を創出します  

  平成榛原こ ども のも り 公園の運営において、 民間活力の導入による、 魅力的な公園・ 緑地空間

の提供 

  室生山上公園芸術の森は、 文化芸術活動による地域の活性化を 推進すると と も に、 来園者の多

いシーズンにも 対応し た維持・ 運営の徹底 

  老朽化により 更新が必要な公園施設の修繕や長寿命化を計画的に進めるなど、 安全・ 快適に利

用でき る空間の維持 

  奈良県と 連携し て、 う だ・ アニマルパーク への誘客を 図ると と も に、 動物愛護の精神に基づく

「 いのちの教育」 の展開 

  遊び場の確保 

こんな事業を実施しています  

  室生山上公園芸術の森管理運営事業  

  平成榛原子供のも り 公園民間活力活用事業  

  長寿命化計画に基づく 公園施設整備事業  

こんな計画が関連しています  

  宇陀市都市計画マスタ ープラ ン 

  奈良県と 宇陀市と のまちづく り に関する基本計画 

  宇陀市公園施設長寿命化計画 

  緑の基本計画 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 
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目指すまちの姿６地域力を発揮するまち  
 

施策の方向性   

６ －１  市民と 行政の協働のまちづく り  

６ －２  健全な行政運営の推進 

６ －３  広域行政の推進 

６ －４  地域力の再生強化 

評価指標   

①まちづく り 協議会による取組み件数 

②市やまちづく り 協議会のＳ Ｎ Ｓ フ ォ ロワー数 

③経常収支比率 
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施策の方向性６－１ 市民と行政の協働のまちづくり  

現状（案）  

  議会本会議の状況を生放送すると と も に、 会議内容を ホームページで公開 

  市民の行政に対するニーズが多様化 

  情報通信技術の進展によるデジタ ル化の浸透に伴い、 情報を 発信する媒体が多様化 

  ホームページやフ ェ イ スブッ ク 等を活用し 、 市内外に向け情報を 発信 

  「 自分たちの地域は自分たち でつく る」 と いう 考えのも と 、 市内全地域でまちづく り 協議会が

活動 

  審議会等へ参加いただく 市民を 公募し 、 様々な意見を 市政に反映すると と も に、 各種計画につ

いてパブリ ッ ク コ メ ント を 実施 

課題（案）  

  市民生活に役立つ新鮮で魅力ある情報を 迅速に発信すると と も に、 市民の意見を 反映する双方

向の発信 

  宇陀市の魅力を 高めるため、 情報通信技術を活かし た多様な情報発信 

  地域の課題解決等に取り 組む自治会やまちづく り 協議会を担う 人材の確保 

  高齢者を 含むすべての世代が安心し て利用でき るデジタ ル環境の整備 
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施策  

施策 47 戦略的な情報発信と市民との双方向コミュニケーションを推進します  

  議会定例会や各種審議会の会議内容を ホームページで公表するなど情報の共有 

  各施策・ 各事業等の説明責任を 果たすため、 最新の情報を 市ホームページや広報う だ、 自主放

送「 う だチャ ン１ １ 」 、 フ ェ イ スブッ ク など様々な情報発信手段の活用 

  宇陀市の農林畜産物や自然環境、 歴史文化資源等の地域資源を 「 大和高原宇陀ブラ ンド 」 と し

て広く 情報発信するため、 YouTube 等の活用 

  観光情報や各種イ ベント についての効果的な情報発信 

  市民や民間事業者が利活用でき るオープンデータ の公開に取組み、 データ の二次活用の促進 

  開かれた議会運営の推進 

  議会定例会、 臨時会、 各委員会の会議を イ ンタ ーネッ ト 上で配信し 、 情報を 幅広く 発信する取

組みの推進 

  議会定例会や各委員会等の会議資料を ホームページで公開するなど、 情報を 広く 共有する取組

みの推進 

施策 48 協働による持続可能な地域づくりを推進します  

  市民と 議会、 行政と の協働によるまちづく り の推進 

  市民や自治会・ まちづく り 協議会等の団体と 協働し て、 地域ごと の課題解決に向けた体制の強

化し 活動・ 運営を 積極的に支援する仕組みの構築 

  市内の隅々から 声の届く 市民参加型の行政を 目指し 、 事業所や各種団体と 市長が直接、 意見交

換を 行う など開かれた市政の実現 

  審議会等への積極的な市民参加を 推進し 、 市民の意見を 反映でき る体制の強化 

  議会基本条例の制定 

  市民参加型の議会（ 意見交換会、 議会報告会） の開催 

こんな事業を実施しています  

  社会教育推進講座事業 

こんな計画が関連しています  

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 
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施策の方向性６－２ 健全な行政運営の推進  

現状（案）  

  国において、 「 書面、 押印、 対面」 の見直し やデジタ ル化が加速 

  国において、 各自治体が独自に構築し ているシステムを 標準化する動き  

  申請方法の周知や窓口の拡充により 積極的にマイ ナンバーカ ード を普及 

  市税等のコ ンビニ収納や窓口手数料等のキャ ッ シュ レ ス決済を 導入 

  市税・ ふるさ と 納税を はじ めと する自主財源が少ない 

  財政健全化に向けた取り 組を推進 

  公共施設の維持管理経費が類似団体に比べて高く 、 公共施設やイ ンフ ラ 資産の老朽化が進み、

更新の時期を迎える施設等が増加 

課題（案）  

  多様な行政需要に対応するために、 行政手続き のオン ラ イ ン 化を 推進するなどデジタ ル技術等

を 活用し た市民の利便性向上及び業務の効率化 

  行政組織と し ての機能を 十分に発揮でき る組織改革と 職員一人ひと り の意識改革と 資質の向上 

  市民が安心し て住み続けら れる行財政経営を行っ ていく ために、 財源の確保と 経費の縮減 

  市が保有する土地について、 特に未利用資産の貸付や売却に向けた取組み  

  施設の集約化、 未利用施設の廃止  
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施策  

施策 49 利用者目線に立った親切な行政サービスを提供します  

  市役所において個人情報の保護などセキュ リ ティ 対策を徹底し た上でデジタ ル技術の活用を 進

め、 行政の効率化や迅速かつ正確な事務処理を 行う など、 DX の推進によるサービスの向上と 業

務の改善 

  国が進めるマイ ナンバー制度の活用拡大に合わせ、 全ての人のマイ ナンバーカ ード 取得を 目指

し 、 各種申請のオンラ イ ン化等の利活用を 促進 

  庁内の情報連携を 図り 、 手続き や相談のワンスト ッ プ化 

  窓口での証明書発行手数料や公共施設利用料など、 キャ ッ シュ レ ス決済の普及促進 

  DX を 活用し た窓口の円滑化 

  電子申告の普及啓発 

  地域住民のニーズに寄り 添い、 地域の特性や魅力を 活かし た運営ができ るよう 、 地域事務所の

役割や機能のあり 方について検討 

  業務効率の向上・ 改善と 市民の利便性向上を両立さ せる DX 推進 

施策 50 変化に強い柔軟で効率的な行政運営を確立します  

  多様なニーズや新たな時代に対応し た行政サービスを 提供するため、 人材の確保や市民から 信

頼さ れる職員の育成 

  新たな時代に対応し た組織体制の構築や職員の適正配置を 行う と と も に、 業務上発生し う るリ

スク に対する組織的な管理の徹底や情報セキュ リ ティ 対策の強化 

  行政事務のデジタ ル化、 ペーパーレスの実現に向けた文書の電子化を 進め、 事務処理の効率化 

  AI （ 人工知能） やＲ Ｐ Ａ など情報通信技術を 活用し たスマート 宇陀による業務改革を 推進し 、

持続可能な行政サービスの提供 

  災害時においても 業務が継続でき る体制の整備 

  効率的な組織改編を通じ て、 適正な人員配置を 推進 

施策 51 中長期を見据えた財政の健全化と最適化を図ります  

  将来にわたっ て安定的な財政運営を行う ため、 歳出の見直し と 市税の徴収率の向上 

  選択と 集中による将来を 見据えた事業の推進 

  ふるさ と 納税や企業版ふるさ と 納税制度を 活用し た財源の確保 

  財政調整基金の確保に努め、 将来負担を 見据えた計画的な市債の発行 

  公共施設やイ ンフ ラ 資産を 適切に管理し 、 安全の確保と 長寿命化を 図り 、 必要に応じ た民間ノ

ウハウの有効活用 

  公共施設の機能集約を 進め、 施設保有量の最適化 

  市が保有する未利用資産の有効活用や売却 
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こんな事業を実施しています  

  マイ ナンバーカ ード を 利用し たコ ンビニ交付事業  

  スマホ決済アプリ による市税納付  

  契約書作成支援ツール導入事業  

  各種職員研修  

  自治体Ｄ Ｘ 推進支援事業  

  ふるさ と 応援寄附事業  

  事業の選択と 集中による地方債の発行抑制  

  公共施設マネジメ ント 推進事業  

こんな計画が関連しています  

  宇陀市行政改革大綱 

  宇陀市公共施設等総合管理計画 

  宇陀市立地適正化計画 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 
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施策の方向性６－３ 広域行政の推進  

現状（案）  

  桜井宇陀広域連合を 通じ て圏域内の地域活性化や観光・ スポーツ振興、 介護保険認定審査等の

業務を実施 

  桜井宇陀広域連合では圏域内の地域活性化に関する業務や介護保険認定審査会等の業務を実施 

  近隣市村と 構成する一部事務組合により 、 ごみ処理やし 尿処理業務を 実施 

  奈良県と 県内 26 市町村によっ て構成さ れる奈良県広域水道企業団による上水道事業の実施 

課題（案）  

  時代の変化を踏まえたデジタ ルツールの活用や広域事務の電子化に向けた基盤構築の進展 

  行政事務の効率化やコ スト 削減に向けた広域化の進展 

  広域での周遊・ 滞在型観光に向け、 周辺市町村と の連携を強化すると と も に組織の集約化 

  自治体間交流の促進 

  安全で安心な水道水を 将来にわたっ て持続的に供給する体制の維持 

  地域公共交通の路線縮小・ 廃止、 運転手不足 
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施策  

施策 52 広域連携による行政サービスの向上を図ります  

  広域連合や一部事務組合による住民サービス向上と 広域行政事務の効率化 

  大和高原地域や女人高野室生寺等の観光事業について、 広域での周遊・ 滞在型観光を 推進する

ため、 関係市町村と の連携の強化 

  より 良い行政サービスの実現や、 関係人口の創出によ る地域活性化に向け、 他都市と 友好的な

交流 

  スマート 行政の実現に向けた奈良県や関係市町村と のデジタ ル連携 

  奈良県広域水道企業団による、 安定的な水の供給 

  地域公共交通の持続可能性を高めるため、 自治体間連携や広域ネッ ト ワーク 化 

こんな事業を実施しています  

  奈良県広域水道企業団繰出金 

  桜井宇陀広域連合事業 

こんな計画が関連しています  

  水道事業等の統合に関する覚書 

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 
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施策の方向性６－４ 地域力の再生強化  

現状（案）  

  担い手の不足や高齢化等により 、 自治会やまちづく り 協議会の活動力が低下 

  高齢化の進行、 生活スタ イ ルや価値観の多様化等により 、 地域課題が多様化 

  地域の個性を活かし た活動を行う 団体に対し て支援 

課題（案）  

  地域の実情や課題を認識し た上で、 問題の解決 

  地域のにぎわいの創出や活性化の推進 

  宇陀市のまちづく り に携わり 、 応援し てく れるサポータ ーを 増やし ながら 、 地域全体が連携し

たまちづく り の推進 

  自治会・ まちづく り 協議会の担い手不足や高齢化による活動力の低下に対する支援 

  多様な主体の参画のも と 公民協働による地域課題の解決 
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施策  

施策 53 市民主体によるまちづくりへの継続的支援を行います  

  さ ら なる地域力向上のため、 自治会やまちづく り 協議会の連携と 運営の支援 

  地域の資源や特性を活かし た自主的な活動に取り 組む団体への支援 

  市民団体が行う 様々なまちづく り 活動の支援 

  まちづく り 協議会と 自治会の連携 

  地域コ ミ ュ ニティ 活動への支援 

こんな事業を実施しています  

  地域活性化推進事業  

  まちづく り 協議会の促進  

  まちづく り 活動応援補助金  

  市連合自治会支援事業  

こんな計画が関連しています  

  宇陀市過疎地域持続的発展計画 
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1. 後期基本計画の成長戦略（案）の検討 

  第２次宇陀市総合計画は中期基本計画より宇陀市総合戦略を包含しており、同計画で

はまち・ひと・しごと創生に関する基本的方向を「宇陀ではたらく」「宇陀でくらす」

「宇陀でつなげる」の３つの成長戦略として位置付けている。 

  後期基本計画においては、令和７年６月 13 日に「地方創生 2.0 基本構想」が閣議決定

され、国の基本構想の５つの政策の柱が公表されたことを踏まえ、これまでの３つの成

長戦略を同政策の柱に合わせた５本に再編することを検討している。 

 

 

 

 

図 後期基本計画の成長戦略（案） 

  

後期基本計画の成⻑戦略（案）

宇陀でくらす
（位置づけを想定する主な分野︓子育て、健康、防災、交通 等）

宇陀ではたらく
（位置づけを想定する主な分野︓農林業、インフラ 等）

宇陀とかかわる
（位置づけを想定する主な分野︓移住・定住、企業誘致、観光 等）

宇陀ですすめる
（位置づけを想定する主な内容︓DX・GX 等）

宇陀とつながる
（位置づけを想定する主な内容︓広域連携 等）

地方創生2.0基本構想︓政策の５本柱

安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創生

稼ぐ⼒を⾼め、付加価値創出型の新しい地方経済の創生

人や企業の地方分散

新時代のインフラ整備とAI・デジタルなどの新技術の徹底活用

広域リージョン連携

中期基本計画の成⻑戦略

⾼原都市 宇陀ではたらく 〜産業・観光の振興〜

⾼原都市 宇陀でくらす 〜移住定住・⼦育て⽀援の充実〜

⾼原都市 宇陀でつながる 〜健幸・安心安全・活⼒ある地域づくり〜

（新たな視点）デジタル化の推進
カーボンニュートラルによるグリーン社会の実現

〈参考〉まち・ひと・しごと創生法 第十条（市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略） 

第１項 市町村（……）は、まち・ひと・しごと創生総合戦略（……）を勘案して、当該市町村の区域の実情に応じたまち・ひと・

しごと創生に関する施策についての基本的な計画（……）を定めるよう努めなければならない。 

第２項 市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略は、おおむね次に掲げる事項について定めるものとする。 

一 市町村の区域におけるまち・ひと・しごと創生に関する目標 

二 市町村の区域におけるまち・ひと・しごと創生に関し、市町村が講ずべき施策に関する基本的方向 

三 前二号に掲げるもののほか、市町村の区域におけるまち・ひと・しごと創生に関し、市町村が講ずべき施策を総合的かつ計

画的に実施するために必要な事項 

第３項 （省略） 
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2.　後期基本計画の重点施策（案）の検討

基本構想（12年間共通） 中期基本計画 ニーズ把握 後期基本計画 （参考）市⻑公約との対応
市⺠ ⾏政 施策（案） 番号 公約の施策名

アンケート 既存計
画等

所管課
ヒアリング

市⻑
公約

No 施策名称

1 新型コロナウイルスなど感染症予防や対策の充実を図ります ⇒ - 1 健康づくり活動による元気人口の増加を図ります
2 健康づくり活動による健幸⻑寿のまちを実現します ⇒ - 2 ⾼齢者の健康寿命の延伸を図ります
3 ⾼齢者の介護予防を推進します ⇒ ○ - 3 感染症への備えを強化し、健康的な⽣活を守ります
4 だれもが住み慣れた地域で安⼼し⽣きがいを持って暮らせるよう支援します ⇒ ○ - 4 すべての人が自分らしく暮らせるまちを実現します 5-② 「認知症の不安ゼロのまち」宣⾔　⾼齢者保健福祉の推進

⇒ - 4 5-③ 孤⽴対策、障がいのある人の地域⽣活支援拠点づくり
5 ⾯倒⾒のいい地域福祉を推進します ⇒ ○ ○ - 5 つながりを⽣かした支え合いの地域福祉を推進します
6 医療費の助成による安⼼できる暮らしを実現します ⇒ - 6 暮らしに寄り添う医療費助成の活⽤を推進します
7 保護者のニーズに応じた子育てしやすい環境づくりを推進します ⇒ ○ ○ ○ ○ 7 質の⾼い⽀援で⼦育てしやすいまちづくりを推進します 3-④ 「宇陀でこどもを育てたい」と実感できる子育て支援
8 子どもが健やかに育つよう支援します ⇒ - 8 こどもの健やかな育ちと学びを支援します
9 産前産後の支援･乳幼児への支援の充実を図ります ⇒ - 9 妊娠から出産・子育てまで切れ⽬ない支援を充実します
10 医療体制の充実を図ります ⇒ ○ ○ ○ - 10 持続可能な医療提供体制の確保とICTの活用を図ります 5-④ 宇陀市⽴病院の地域医療充実
11 地域医療と福祉の連携を推進します ⇒ ○ ○ ○ ○ 11 医療・介護・福祉の切れ目ない連携を推進します
12 景観や環境を⼤切にするまちづくりを推進します ⇒ - 12 自然と共⽣する景観・環境の保全と活⽤を図ります
13 交通安全対策や防犯､消費者保護を推進します ⇒ - 13 地域と連携した安全・安⼼な暮らしを確保します
14 ⼟地利⽤を推進します ⇒ ○ ○ ○ ○ ○ 14 地域の特性に応じた⼟地の有効利用を促進します 4-⑦ 市外化調整区域の規制緩和、企業⽴地を促進
15 移住･定住者への総合的な支援の充実を図ります ⇒ ○ ○ ○ - 15 移住・定住者が安心して暮らせる⽀援と空き家の利活用を推進します 6-① 宇陀ブランドを全国に発信→→移住・定住、関係人口の増加へ

- 15 6-③ 空き家利活⽤プロジェクト
16 安全で快適な道路環境を整備･維持します ⇒ ○ ○ ○ ○ 16 地域の暮らしを⽀える安全・快適な道路の整備を図ります 2-② 道路、橋梁、⽔道など「命の道」の強靭化
17 ニーズに応じた地域公共交通を推進します ⇒ ○ ○ ○ ○ ○ 17 地域の実情に応じた持続可能な移動手段の確保を図ります 5-⑤ 通院・買い物など地域交通サービスの充実
18 効率的で安⼼･安全な上下⽔道の運営を推進します ⇒ ○ ○ - 18 安⼼・安全な下⽔道サービスの提供と適正な施設管理を推進します 2-② 道路、橋梁、⽔道など「命の道」の強靭化
19 自然災害や感染症に強い安⼼して住み続けられるまちづくりを推進します ⇒ ○ ○ ○ - 19 災害への備えと暮らしの安全確保を図ります 2-① ⼤規模災害への強靭化・災害弱者対応
20 防災意識の向上と防災･消防体制の強化を図ります ⇒ ○ ○ - 20 地域防災⼒の強化と消防体制の安定的な維持・充実を図ります 2-① ⼤規模災害への強靭化・災害弱者対応

市民ニーズの高い施策（アンケート、既存計画等それぞれでニーズの高い項目）及び所属課ヒアリングや市長公約を踏まえ、専門部会、策定委員会において本市として特に取り組むべき施策を検討した。

専門部会及び策定委員会を経て作成した施策（案）は以下のとおり。

表　後期基本計画の施策（案）

目指す
まちの
姿

施策の方向性 施策 市⺠ニーズ
の⾼い施策

暮らし
やすい
まち

2-1みんなが住み良いまち
づくりの実現
2-2移住・定住の促進強
化

2-3公共インフラの持続的
な整備・維持・活⽤

2-4災害に備えた安全・安
⼼な暮らしの実現

健幸な
まち

1-1「健幸都市"ウェルネス
シティ宇陀市"」の実現

1-2みんなの幸せを支える
福祉環境づくり

1-3結婚・出産・子育て世
代への魅⼒ある支援の充
実
1-4地域医療体制の充実
を図ります
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基本構想（12年間共通） 中期基本計画 ニーズ把握 後期基本計画 （参考）市⻑公約との対応
市⺠ ⾏政 施策（案） 番号 公約の施策名

アンケート 既存計
画等

所管課
ヒアリング

市⻑
公約

No 施策名称

21 歴史･⽂化資源の整備や保護･活⽤を推進します ⇒ - 21 歴史と⽂化を活かした地域の魅⼒づくりを推進します
22 宇陀産の誇れるものを「⼤和⾼原宇陀ブランド」として推進します ⇒ - 22 地域の魅⼒ある特産品や資源を「宇陀ブランド」として価値向上と発信を図り

ます
3-2地域の産業の発展を
担う次世代の人材の確保
や育成

23 起業家など多様な人材を育成します ⇒
○ ○

- 23 地域に活⼒をもたらす多様な人材の発掘と育成を図ります 3-⑥ 公⺠連携でIT技術者養成アカデミー（⼤学）設⽴

24 地域の特性を活かした農業⽣産基盤の整備と農地の有効活⽤を推進します ⇒ ○ - 24 地域特性を⽣かした農地の活⽤と農業基盤の強化を図ります
25 人材の確保と育成など魅⼒ある農林畜産業経営の強化を図ります ⇒ ○ ○ ○ - 25 農林業の担い手確保と経営⼒の強化を図ります 4-⑤ 「オーガニックビレッジ」農林業の振興
26 農林畜産物の⽣産･流通を推進します ⇒ ○ ○ - 26 地場産品の⾼付加価値化と販路拡⼤を図ります 4-④ ⽑⽪⾰ブランド⼒の向上

- 26 4-⑤ 「オーガニックビレッジ」農林業の振興
27 ⼭林を適切に管理します ⇒ ○ ○ ○ ○ 27 森林資源の循環活用と適正管理を推進します 4-⑥ 持続可能な森林経営を支援
28 駅前の活性化を推進します ⇒ ○ - 28 駅前を人と人がつながる交流拠点として活性化を図ります
29 地元で活動する事業者を支援します ⇒ ○ ○ ○ ○ 29 地元事業者の成⻑⽀援と事業承継を促進します 4-① 「公⺠連携」を加速、地域経済の拡⼤と雇用創出

- 29 4-② 経営支援・創業支援・担い手育成で地元を応援
- 29 4-③ 地域商社の設⽴
- 29 4-⑦ 市外化調整区域の規制緩和、企業⽴地を促進

30 企業誘致を進めるとともに新たな産業の展開を支援します ⇒ ○ ○ ○ ○ 30 地域に根差す産業の創出と企業誘致を推進します 4-① 「公⺠連携」を加速、地域経済の拡⼤と雇用創出
- 30 4-③ 地域商社の設⽴
- 30 4-⑧ 海外ロボット企業など企業誘致

31 魅⼒ある地域資源を維持し､観光地として整備します ⇒ ○ ○ - 31 地域資源を活かした魅⼒ある観光地づくりを推進します 6-④ 薬草・歴史⽂化など宇陀の強みを活かす観光
- 31 6-⑤ 宿泊施設の誘致・強化

32 満⾜度を⾼める取り組みを推進し、観光客や関係人口を増やします ⇒ ○ ○ ○ ○ 32 滞在・交流を促す観光による関係人⼝の創出を図ります 6-① 宇陀ブランドを全国に発信→→移住・定住、関係人口の増加へ
33 観光PRや情報発信の強化を図ります ⇒ - 33 効果的な観光プロモーションと地域の魅⼒を伝える情報発信を推進します
34 一人ひとりの人権が尊重されたまちづくりを推進します ⇒ ○ ○ ○ - 34 多様性と人権が尊重される地域づくりを推進します 5-① 誰一人取り残されない共⽣の地域づくり
35 あらゆる分野での男⼥共同参画を推進します ⇒ - 35 ジェンダー平等により誰もが対等に参画できる社会を実現します
36 仕事と⽣活の調和がとれたワーク・ライフ・バランスを推進します ⇒ ○ ○ - 36 多様な働き⽅と暮らしの両⽴を支援します
37 児童⽣徒の「よりよく⽣きる⼒」を育てます ⇒ ○ ○ - 37 児童⽣徒の⽣きる⼒と社会性の育成を図ります
38 児童⽣徒の教育環境を整えます ⇒ ○ ○ ○ ○ ○ 38 安心して学べる教育環境を整備します 3-① 幼稚園・保育園・こども園・小・中学校の給食費無償化

- 38 3-② 「榛原こども園」・「妊産婦・こども・家庭の総合支援拠点を新設」
- 38 3-③ 「こども第３の居場所」・「重症⼼身障害児（者）の居場所」の充

実
- 38 3-⑤ 欧米一の教育先進国エストニアと連携「教育のまち」宣⾔

39 ⽣涯学習環境の充実を図ります ⇒ ○ - 39 ⽣涯にわたり学びを楽しむ環境を整備します
40 地域社会全体で子どもの育ちを支えます ⇒ ○ - 40 地域ぐるみで子どもの育ちや学びを支える環境づくりを推進します

- 40
41 スポーツ活動の充実を図ります ⇒ ○ ○ - 41 健康と交流を育むスポーツを推進します 6-⑥ ⾼原スポーツのまちづくり
42 芸術･⽂化の振興を図ります ⇒ ○ - 42 ⽣きがいと交流を育む⽂化・芸術活動を推進します

5-1豊かな自然環境の保
全・活⽤

43 豊かで美しい自然環境を保全･活⽤します ⇒ - 43 未来へつなぐ自然環境の保全と共⽣を図ります

44 ごみ処理施設の整備と循環型社会を推進します ⇒ ○ ○ ○ - 44 環境にやさしい資源循環と処理体制の広域化を推進します 1-⑤ 環境優良のまち「新クリーンセンター」建設
45 ⽣活衛⽣環境の向上を図ります ⇒ - 45 すこやかな暮らしを支える⽣活環境を整備します

5-3公園・緑地の整備・活
⽤

46 快適に利⽤できる公園･緑地空間を提供します ⇒ ○ ○ - 46 にぎわいと癒しの公園・緑地空間を創出します

47 情報発信の充実を図ります ⇒ ○ - 47 戦略的な情報発信と市⺠との双⽅向コミュニケーションを推進します
48 市⺠協働のまちづくりを推進します ⇒ ○ - 48 協働による持続可能な地域づくりを推進します
49 わかりやすく丁寧な⾏政サービスを提供します ⇒ ○ - 49 利⽤者⽬線に⽴った親切な⾏政サービスを提供します
50 新たな時代に対応できる⾏政運営を確⽴します ⇒ ○ ○ - 50 変化に強い柔軟で効率的な⾏政運営を確⽴します 1-③ ⾏政のデジタル化やCO2削減を加速
51 持続可能な財政運営を確⽴します ⇒ ○ ○ ○ - 51 中⻑期を⾒据えた財政の健全化と最適化を図ります 1-① 有利な財源や⺠間投資で、もっと良くなる市⺠サービス

6-3広域⾏政を推進します 52 広域⾏政を推進します ⇒ ○ - 52 広域連携による⾏政サービスの向上を図ります 6-② 県・市連携のまちづくり
6-4地域⼒の再⽣・強化 53 市⺠のまちづくり活動を支援します ⇒ ○ ○ ○ - 53 市⺠主体によるまちづくりへの継続的⽀援を⾏います 6-⑦ 地域コミュニティ活性へ⾏催事・活動を⽀援

市⺠ニーズ
の⾼い施策

活⼒あ
るまち

3-1地域資源の保全及び
産業と連携した活⽤

3-3基幹産業である農林
業の再⽣・活性化

3-4商⼯業の再⽣・活性
化

3-5観光戦略の推進

目指す
まちの
姿

施策の方向性 施策

生涯輝
くまち

4-1人権を⼤切にする共
⽣のまちづくりの実現

4-2子どもたちの教育環境
の充実

4-3多様な学びの場の整
備・充実

4-4スポーツ・芸術･⽂化
の振興を図ります

自然豊
かなま
ち 5-2⽣活環境の整備・充

実

地域⼒
を発揮
するま
ち

6-1市⺠と⾏政の協働の
まちづくり
6-2健全な⾏政運営の推
進
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■リーディングプロジェクトに掲載する施策案

成長戦略 重点施策 個別施策

宇陀でくらす 安心して子育てできる支援体制の整備 安心して過ごせる子どもの居場所づくりの支援

妊娠期から切れ目のない子育てサポートの推進

安心の 地域医療の充実とデジタル化の推進 宇陀けあネットの活用による医療・介護連携の効率化

子育て・健幸まちづくり 医療・介護・福祉の連携体制の強化 うだ健幸プラザを核とした保健福祉機能の強化

官民・地域が一体となって取り組む認知症予防

みんなでつくるウェルネスシティ宇陀市 全年代の元気人口の増加

社会参加や居場所づくり推進

災害対応力の強化と安全な暮らしの実現 避難所設備の強化により災害に強いまちを推進

安心安全メールなどの活用により防災情報等の発信を強化

ニーズに応じた地域公共交通の確保 共助型・参加型の地域公共交通の推進

地域住民と観光振興を支える交通ネットワークの構築

一人ひとりが輝ける共生社会の実現 人権教育・啓発の推進

相談支援体制の充実

子どもたちの未来を育む教育環境の整備 地域とともに進める学校の適正化

エストニアとの交流による人材育成の推進

ごみ処理施設の整備と資源循環の推進 ごみ処理施設の整備による処理体制の広域化

効率的で持続可能な収集体制の構築

宇陀ではたらく 地区特性を踏まえた土地活用と地域再生の推進 市街化調整区域における土地の利用促進

担い手育成と農林業経営の安定化 全国初のオーガニックビレッジ宣言都市としての取組推進

安心の 新規就農者の安定的な経営確立に向けた支援の充実

地域経済 森林整備と資源循環の促進 森林環境譲与税等を活用した森林環境整備の促進

・人を育てるまちづくり 地元事業者の経営基盤強化と事業承継の支援 地元企業の経営基盤強化と事業承継の支援

地域内連携を促進する中小企業経営支援

宇陀の資源を活かした産業の育成と企業誘致 地域商社を核とした地場産業の振興と育成

地域資源を活かした企業誘致と起業支援

薬草を活かした地域産業の創出

宇陀とかかわる 空き家活用と暮らしの支援による移住定住の促進 空き家の利活用による移住定住の推進

安心な暮らしを支える道路整備の推進 国道165号（中和津道路）の整備推進

安心の 道路・橋梁補修による安全な道路環境の確保

移住定住・ 関係人口の増加を目的とした滞在・交流型観光の推進 宇陀市の魅力を伝えるPR、イベント企画、地域資源活用の推進

交流まちづくり 伊勢本街道を活用した滞在・交流型観光の推進

将来世代に責任ある財政運営 事業の選択と集中による地方債の発行抑制

ふるさと応援寄附制度を活用した財源の安定的確保

地域力を高める地域活動の継続支援 自治会・まちづくり協議会の連携と活動支援

市民と議会、行政との協働のまちづくりの推進

宇陀ですすめる DXによる行政サービスの効率化と利便性の向上 データやデジタル技術を活用した事務の効率化

マイナンバーカードを活用した行政手続きの簡素化

安心の ゼロカーボンシティの実現に向けた取組の推進 電気自動車等の導入促進

次世代まちづくり 住宅の省エネルギー化改修の推進

（DX・GX・FMの推進） GX・DX人材の育成 未来を切り拓くデジタル人材の育成・確保

職員のデジタルリテラシーの向上とデジタル人材の育成

FMの推進による公共施設等適正化の推進 経営的な視点で公共施設等の質・量・費用の最適化

デジタルマネジメントの推進

宇陀とつながる 公民連携まちづくりの推進 公民連携による地域課題の解消

公民連携まちづくりプラットフォームの推進

安心の 奈良県東部地域における医療連携の強化 近隣自治体との連携による安定的な医療提供体制の維持・確保

協働まちづくり 奈良県東部地域の中核病院としてへき地医療拠点病院である市立病院の機能強化

（広域・公民連携） 企業版ふるさと納税を活かした地域活性化プロジェクト 新たな財源確保と企業連携の推進

宇陀を応援する企業との連携強化

多様な主体との連携で挑む交通・移動の課題解決 多様な主体の参画による地域公共交通の推進

デジタル技術を活用した地域公共交通の利便性向上と次世代移送手段の検討
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（1）総合計画後期基本計画の策定

（2）パブリック・コメント

宇陀市総合計画審議会
●

第1回(5/27)
●

第2回(7/25)
●

第3回(9/16)
●

第4回(11/25)
●

第5回

策定委員会及び策定委員会専門部会

1）　策定委員会
●

第1回(5/19)
●

第2回(7/18)
●

第3回(8/22)
●

第4回(11/12)
●

第5回

2）　策定委員会専門部会

宇陀市議会 ● ●

【2025年度宇陀市総合計画審議会のテーマ（予定）】

第3回（2025.9.16）　；　後期基本計画の骨子案について、リーディングプロジェクトについて、今後のスケジュールについて

第4回（2025.11.25）　；　人口目標について、後期基本計画（案）について

第5回（2026.2）　；　後期基本計画に対する答申

第２次宇陀市総合計画後期基本計画策定スケジュール

項　　目
2025年度（令和7年度）

専門部会 7/2 ～ 7/4 専門部会 8/4 ～ 8/6

素案作成 案作成

パブリックコメント
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